
イメージとしての歪んだ身体的場

－ベンヤミンの箱の解体

山 口 恵里子

この人はふと椅子から立ち上がり

落ち葉の中をゆっくりと降りていく

それは地下の籍にも似た彼だけの世界

高橋睦郎「この世あるいは箱の人」より

はじめに

ヴァルター・ベンヤミンが、みずからの子供時代を回想した『1900年頃の

ベルリンの幼年時代』のなかに、「靴下」（‖Der Stmmpe‖）と題された文章が

ある。洋服箪笥（Kommode）の靴下を手探りしたときのことである。

私はまず手探りで、そのいちばん奥の隅まで辿り着かねばならなかった。

するとそこで、積み重ねておかれている長靴下に行き当たるのだった。

靴下は、昔ながらのやり方で、一足ずつ丸めてくるまれていた。一足一

足がそれぞれ、小さな袋のように見えた。その袋のなかに手をできるだ

け深く沈めていく これほど楽しいことははかになかった。そんな風

にしてみるのは、［ウール地の］暖かさのせい［ばかり］ではなかった。私

をこの袋の奥深くへ引き込んだのは、くるみ込まれた内部で私がいつも

手のなかに握ることになる、＜中身＞（Das Mitgebrachte［ともに持っ

てこられたもの］）だったのだ。私がそれをこぶしに握りしめ、柔らか

いウールの塊が手中にあることを、ぎゅっと力を入れて確かめると、次

いでこの遊びの第二部、［はっと息をのむような］思いもよらぬ種明かし

の部が始まった。つまり、ここで私はその＜中身＞を、ウールの袋から

取り出しにかかったのである。それを私は次第次第に引き寄せる。とそ

のとき、びっくりするようなことが起こっていた。私は＜中身＞を引っ

ばり出したのだったが、ところが、この＜中身＞の入っていた＜袋＞

（Die Tasche）はもうそこにはなかったのだ。この成行きを何度繰り返

して試しても、私はそれに飽きることがなかった。それは、形式と内容
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が、被い（H山1e）と被われたもの（Verhtilltes）が同じひとつのもので

あることを、私に教えてくれたのだった。（G5■ 7－1ββ〟わ官βγ彪批肋βれ

416－17：553）

＜袋＞と＜中身＞、被いと被われたものは、靴下に変わる。子供がこの不思

議な関係に夢中になったのは、子供は靴下と距離をとることも、靴下を思考対

象とすることもなく、靴下の一部となってしまうからだ1。子供は、カップボ

ードや箱、引き出しといった容れ物からこっそり物を取り出してその物の世界

のなかで遊ぶ。「隠れ処では、子供は物の世界（山eSto庁welt［Sto仕素材］）の

なかに包みこまれている。物の世界が途方もなく露わになり、無言のまま子供

に迫ってくる。」（G5■4－1Eわ加ゐ耶叫βg，116：77）反対に、大人になるにつれ、

物は逃れ、縮んでいってしまうのだ（G57－1βg〟わ‡βγ戯〝肋g才f，430：595）。

この靴下の話は、ベンヤミンのプルースト論のなかにも採録されている。

夢の世界では出来事が、決して同一のものとしてではなく、似たものと

して、つまり見分けがつかないほどそれ自体に似たものとして出現する。

子供たちはこの世界の目印のひとつを知っている。それは靴下である。

靴下が下着戸棚のなかで丸められて、＜袋＞であると同時に＜中身＞で

あるとき、それは夢の世界の構造をもっている。そしてこの二つ、つま

り袋とそのなかにあるものを、一挙に第三のもの、つまり靴下に変えて

しまうことが、子供たち自身にとって決して飽きることのない遊びであ

るように、プルーストもまた飽きることなく、いわば陳列用のにせ物で

ある自我を一挙に空っぽにして、そこに繰り返し、あの第三のものを詰

めこんだ。それはすなわち、彼の好奇心を、いや彼の郷愁を鎮めてくれ

たイメージ（Bild）である。郷愁にずたずたにされて、彼はベッドに横

たわっていた。この郷愁は、類似の状態において歪められた世界への郷

愁（HeimwechnachderimStandder如1nlichkeitentstelltenWelt）であ

った。この世界のなかで、現実生活の真の相貌、そのシュルレアリスム

的な相貌が出現してくる。（G5■2－1伽〟ざf，314：421）

lGmeme Gill∝h，叫′肋α〝d〟旨叫OJ由：坪bJおr鹿，如桝i〃α〝d肋βα少（Cambddge＝PolityPress，

1996）能．
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ここでベンヤミンは、＜袋＞であり、かつ＜中身＞でもあるという関係を、類

似性仙Inlichkeit）と記し、く被い＞と＜被われたもの＞の関係から一挙に出

現する第三のもの、つまりシュルレアリスム的相貌をそなえた「類似の状態に

おいてゆがめられた世界」から到来するものを、「イメージ」（Bild）とよぶ。

ベンヤミンにあっては美もこのイメージのひとつの現れであった。美は「仮

象（Schein）ではなく、他の何かのための被いでもない。美そのものは現象で

はなく、あくまで本質なのであって、ただもちろん、被われてある場合にのみ

本質的に自己自身と同一であり続ける、そのような本質」である（G5■1＿1

Gββ肋e5，195：171－72）。美しい仮象は、この＜必然的に最も被われてある＞美

を包んでいる＜被い＞であり、被いも被われた対象も美ではない。美とは「そ

の被いのうちに存在する対象」をいう。このような美の本質は、「露わである

ことと被うことの二元性がまだ成立していないところ」、たとえば芸術や自然

の諸現象に認められる（G51－1Gog肋g5，196：173）。美はイメージとして、こ

の二元性の「あいだ」において出現する。二元性が際だてば際だつほど、露わ

な状態において美も、イメージも退いてしまうのだ。ベンヤミンはこの究極の

露わな例として、人間の裸体をあげる。

「人間の身体（K叫er）は被いを取り除かれて裸になる。」（G5－1－1G∂g伽5，197：

177）なぜならば、「死すべき運命にあるもので被いを取り除きえないものは

ない」からだ。そうして身体は裸になって、すなわち地上では屍体になって、

神の前に歩みでるという。ベンヤミンがいうように、＜被い＞と＜被われたも

の＞との関係においてイメージが出現するのならば、その関係をあまりに明確

にして、被いを取り除かれた裸体と屍体は、イメージなのではない。逆にいえ

ば、つねに「ヴェール」（Schleier）で被われた「生」ある身体が2、イメージ

であるのだ。それゆえJその身体の「生」は類似の世界にあり、すでに歪めら

れていることになる。ベンヤミンが、アルプスの小さな牧童に扮して写真を掘

られた時の自分を回想するように－「私自身は、身のまわりに置かれたあれ

やこれやに似せられて、すっかり歪められていた。（Ich war enstellt von
ト

Åhnlichkeitmitallem，WaSummichwar．）」（G57－1βg〟fれβr戯加ゎgれ417：561）

このように、ベンヤミンの作品において身体をかんがえようとするとき、屍

2

実の本質を洞察するさいゲーテが記した「ヴェール」（Schleier）という言葉を、ベンヤミンは

イメージ（Bild）以上のものであり、あの被い（die恥11e）にほかならないと述べた（GSl－1Goe肋β5，
197：175）。
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体（裸体）か、「歪んだ生」をまとう身体のいずれかが浮かび上がってくる。

わたしはこれまでヨーロッパにおける身体的場の変容を、箱をひとつのモティ

ーフとしてたどってきたのだが、本稿では、ベンヤミンにそくしながら、歪ん

だイメージ空間に身を置く身体についてかんがえていこうとおもう。＜被い＞

と＜被われたもの＞の関係に分け入ろうとしたベンヤミンは、19世紀のブル

ジョワがあらゆる日用品を専用ケースにしまいこんだ努力を批判した。かれの

いうイメージとしての身体に迫ろうとするとき、この籍への批判的視線がひと

つのヒントとなるだろう。そこでまず、ブルジョワの籍への偏愛にたいするベ

ンヤミンの視線をみていくことにする。

Ⅰ．絶対の箱のなかに安らう

1．物の痕跡をとどめる籍

ベンヤミンよりも10年早くウィーンに生まれたシュテフアン・ツヴァイク

は、亡命の地ブラジルで自伝的作品『昨日の世界』を書き上げ、その翌年1942

年2月自殺した。その『昨日の世界』は、第一次世界大戦前のヨーロッパの回

想から始まる。亡命の身となり、「境界をつけられた一片の土地以上のものを

失うのだということを発見した」3ッヴァイクは、あらゆるものが境界づけら

れ、護られていたかつての日々を思い出す。

この安定の感情は、幾百万の人々の最も求め甲斐のある所有物であった

し、共通の生活理想であった。この安定をもってのみ、人生は生きるに

価いするものとなった。そしてこの貴重な宝にあずかろうと願う気持が、

社会にいよいよ広まってゆくのだった。この利益を楽しんだのは、始め

はただ持てる人々だけであった。ところが次第に広い大衆がそれに押し

寄せていった。安定の世紀は保険制度の黄金時代となっだ。

このような「運命のいかなる侵入に対しても、自分の生活の最後の隙間にまで

3シュテフアン・ツヴァイク『昨日の世界』Ⅰ，Il原田義人訳（みすず書房，1973，1999）ⅠⅠ，609．

Stebn Zweig，βfg恥Jfγ0〃Cg5お印：加〝乃β和I聯乃βi〝g5血′呼止β乃（St∝kholm：Bemann－Fischer

Verlag，19叫）．河原忠彦『シュテフアン・ツヴァイクーヨーロッパ統一幻想を生きた伝記作家』

（中央公論札1998）252．

一ッヴァイク『昨日の世界』Ⅰ，17．
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柵をめぐらしてそれを防ぐことができるという、この感動すべき信頼」5には、

ツヴァイクが回想するように、大きく、危険な不遜を卒んでいたのだが、当時

だれもそれに気づくことなく、楽観的に「進歩」した生活をたのしんでいた。

安定の感情を所有するために、人びとはあらゆるものに保険をかけ、自分の生

活の細部にわたり柵をめぐらせた。この囲いは、都市をうごめく群集から、ま

たそのなかで疲弊する感覚から、私生活を護るものでもあった。

じっさい、ベンヤミンに影響をあたえた社会学者ゲオルグ・ジンメルは、諸

感覚が交差する都市で、過敏な刺激にたいしてきわめてつよい反応をひきおこ

した神経はこなごなに引き裂かれてしまうと書いている。急激な感覚の変容は、

人びとのあいだに「ふさわしいエネルギーで新しい刺激に反応できないという

無能力」を生じさせ、その結果、都市に倦怠感がはびこる。人びとは、神経を

反応させることを拒否し、無数の人びとと外面的に冷淡に接した。それは内面

的には自己保存のためであり、他者にたいする「あるかすかな嫌悪でもあり、

相互の疎遠と反撥」でもあっだ。

このような都市に住んだ19世紀のブルジョワは、家に置いたあらゆる物に

箱やケース、カバーをつくりだした。ベンヤミンはこのブルジョワの努力に何

度も言及する。「19世紀が専用のケースを考え出さなかった物がいったいある

だろうか。懐中時計、上履き、卵立て、寒暖計、トランプ専用のケース。そし

てケースがない場合は、覆い、長絨毯、カバー、シーツが考え出された。」［Ⅰ4，

4］（G55－1f，Ⅳ，291－92：V162－63）かれは、このようなブルジョワの箱への偏

愛を、「大都市において私生活の痕跡が失われてゆくことにたいする、補償を

もとめる努力」とみた。

その努力は家庭の内部でなされる。まるでかれらは、かれらの地上の日

々の痕跡とはゆかないまでも、日用品や小間物の痕跡（Spur）を、なん

とかして未来永劫にうすれさせまいと、名誉をかけているかのようだ。

かれらは根気よく、たくさんの物の押型をとる。上ばきや懐中時計、寒

暖計や卵立て、食器や雨傘のために、かれらは入れものを、ケースをこ

さえる。中味の外形をはっきり残すので、ビロードやフラシテンのカヴ

5ッヴァイク『昨日の世界』Ⅰ，17．

bゲオルグ・ジンメル「大都市と精神生活」居安正訳『ジンメル著作集は』（白水社，1976）274－76．

GeorgSimmel，βfβG叩β5出血従乃d血5Gどょ5fe5如β批Jah血uchderGehest地ungIX，1903．
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アーが愛用される。マカール様式一第二帝政末期の様式 にとって、

住宅は一種のケースになる。それは人間の入れものと見なされ、人間は

アクセサリーー式とともにそのなかへはめこまれる。化石となった太古

の動物のように、だいじにされるのはかれの痕跡である。（GSl－2Sgco乃d

物れ548－49：187－88）

身のまわりの物すべてが、カバーや箱で被われた。ツヴァイクの両親の家でも

すべての肘掛け椅子ひとつひとつにカバーがかけてあり、それは客があるとき

にだけ取り除かれたという7。ベンヤミンによれば、これらの「サック（Etuis）

やカバー（Oberz軸e）およびケース（Futterale）は、それぞれ、痕跡を受け止

め、保存するための準備でもあった。」［Ⅰ7，6］（G55－1f，町298：V175）カバ

ーとして愛用されたフラシテン（毛足の長いビロード）は、「特に痕跡が残さ

れやすい生地」だった［Ⅰ5，2］（C55－1アⅣ，294：V166）。

1880年代のブルジョワの部屋に足を踏み入れてみよう。「そこにはたぶん、

＜くつろいだ気分＞（Gem山1ichkeit）というやつが部屋じゆういっぱいに発散

されていることだろうが、それにもかかわらずそのときに最も強く受ける印象

は、『ここはお前なんかの来るところではない』というものである。」なぜなら

「ここには、居住者が自分の痕跡を残していないところなど、これっぼちもな

いのだ。」（G52－1申わぁγ㍑曙α血A〃乃〟f，217：380）居住者は、ビロードずくめ

の部屋でなにかが毀れるたびに激昂した。「己が地上の日々の痕跡」（de Spur

vonseinenErdetagen：ゲーテ『ファウスト』）を消されてしまったと。

こうしたブルジョワの努力は、先にふれたように、外部に私生活の痕跡を残

すことのできなくなった反動であるとどうじに、統制管理にたいする防衛でも

あった（GSl－25βCO乃d叫れ549：188）。大都市では、家は台帳に載せられ

た番号として、人は登録書類に連ねられる名前や番号として扱われ、また特別

の訓練から得られる人情の機微を云々するよりも、管理制度のなかでは機械作

業に馴染むことを求められたロ8，1］（GS5－1PⅣ，299－300：V177）8。このような

7ッヴァイク『昨日の世界』Ⅰ，240．

且

旅券を得るために、人は写真と指紋をとられたあげく、証明書類、健康証明書・予防注射完了

証明書・警察の行状証明書、紹介状などを提出し、三重、四重の文書に署名しなければならなか

った。「人は絶えず訊問され、登録され、番号をつけられ、仔細に調べあげられ、スタンブを打
たれるのであった。」ツヴァイクにはこのスタンプのどれもが烙印のように感じられた（ツヴァ

イク昨日の世界』ⅠⅠ，604，008）。
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管理に抵抗して、ブルジョワは私生活の痕跡を室内にとどめようとしたのであ

る。けれども、かれらはそのいっぽうで、あらゆるものを定位置に置くという

自分たちの管理方針を、小さな日用品にまで徹底させてもいたのだった。

このような日用品を箱にしまい込むブルジョワの行為は、ベンヤミンによれ

ば、とくにつぎの二つの側面に特徴づけられる。ひとつは「保存される物のリ

アルな価値、あるいはセンチメンタルな価値が、強調される」こと、もうひと

つは「それらの物は、所有者以外の者の平生の眼からは隠され、その輪郭はこ

とさらに拭いさられる」ということである（C5■1－2滋cβ血物わ℃，549：187－88）。

ケースのなかにしまわれた物の価値と外形は、所有者だけが知るところとなる。

これらの側面のうち、まずブルジョワがケースのなかに保存した「物のリア

ルな価値、あるいはセンチメンタルな価値」についてみておこう。

周知のように、ベンヤミンは19世紀の文化を、マルクスのいう商品の物神

的性格（Fetischcharakter der Warenwelt）の側面から分析しようとした。マル

クスによれば、商品形態の「神秘的性格」は、商品の使用価値からも交換価値

からも生まれ出るものではなく、商品形態そのものから生じるものである。労

働生産物は商品になり、生産者の社会的な関係をしめすものになる。これが

「人間にたいして諸物の関係のファンタスマゴーリッシュな形態（血e

phantasmagorischeFom）」をとる9。この幽霊のようなファンタスマゴリーが、

人間の現実の世界を覆う。マルクスが商品をとおして資本主義的生産における

価値の抽象化、およびその価値がファンタスマゴリーそのものであることを理

論化したのにたいして、ベンヤミンは、商品生産社会それ自体に物神的性格が

そなわっているとみて［Ⅹ13a】（G5■5－2f〉叩823：ⅠV255）、その生産様式が支配

する市民社会のファンタスマゴリーの具体的現実を経済過程が産みだす商品に

みようとしただけでなく、そこに過去と連なる「原現象」を探そうとした。

マルクスは経済と文化とのあいだに因果的連関を作り上げた。ここで問

題なのは表現の連関（Ausdmckszusammenhang）なのだ。文化が経済か

ら成立しているということではなく、経済がその文化の中で表現となっ

ていることこそ叙述の課題である。言葉を換えて言えば、経済過程を眼

に見えるような原現象（Urph畠nomen）として捉えること、パサージュ

りKarlMan，βα5風神血J：此i肋dgγルノ才ぬdg乃∂如〝〝和才β，ErsterBand（Berlin：DietzVerlag，1975）

86．
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におけるいっさいの生活現象が（そのかぎりでは19世紀の生活現象の

すべてが）そこから生じている原現象として捉える試みである。［Nla，6］

（C5－5－1f，町574：ⅠVll）

商品は、かつてあったあらゆるもののイメージを含みこんだ原現象として、そ

のイメージの解読を、そしてイメージの到来の可能性を現在に向かって訴える。

このような物において「今」と「かつて」のあいだに相対的に配置されるイ

メージは、静止状態にある弁証法（Bildistdie Dialektikim Stillstand）とよば

れ、おのずと現在とは異質な時間をはらむ。ベンヤミンがJetztzeit（現在時）

とよぶこの時間は、進歩主義的な「均質的で空虚な時間」（G5－1－2 とあβγ滋〝

ββタ㌢好滋rGβ5C紘肋，701：659）と対比される、多様なリズムを抱きかかえた

「今この時」の瞬間である。この瞬間に跳躍してはじめて、過去はイメージと

して、歪んだ類似として現れてくる。

イメージ（Bilder）が歴史的な指標を帯びているということは、ただ単

にイメージがある特定の時代に固有のものであるということのみなら

ず、イメージというものはなによりもある特定の時代においてはじめて

解読可能なものとなるということを意味している。しかも、「解読可能

性（Lesbarkeit）」に至るということは、イメージの内部で進展する運動

が、特定の危機的な（kdtisch）時点に至ったということなのである。

そのつどの現在は、その現在と同時的なさまざまなイメージによって基

底されている。そのつどの今ひetzt）は、ある特定の認識が可能である

ような今なのである。この今においてこそ、真理には爆発せんばかりに

時間という爆薬が装填されている。（中略）過去がその光を現在に投射

するのでも、また現在が過去にその光を投げかけるのでもない。そうで

はなくイメージのなかでこそ、かつてあったもの（das Gewesene）は

この今（dasJe亡Zt）と閃光のごとく一瞬に出あい、ひとつの状況

（Konstellation：星座）を作り上げるのである。【N3，1］（G5－5－1f，町577－78：

ⅠV18－19）

イメージをとどめる「今この時ひetztzeit）」は、ひとつのモナドが全宇宙をそ

のうちに表現するように、「最も深部のイメージ」をあらゆるもののなかに現
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すことになる10。そのイメージは、星のように閃いて、かつてあったものを捕

捉し、「星座」ともよばれる「状況」を構成し、あらたな生を開く。けれども、

このイメージは～瞬だけ閃くのであり、それゆえ「救いはいつも、次の瞬間に

はもう救いえないものとして喪われるであろうイメージにおいてのみ成就され

うる。」即9，7］（G5■5－1f〉町592：ⅠV42－43）

そのためには、歴史の連続した時間を切断して穿たれた穴から「過ぎ去った

ものへの虎の跳躍」（derTigerspmnginsVergangene）（G51－2とあgγdβ乃β曙γ好

滋γGggcゐわぁれ701：659）をおこなわなければならない。「過去の一片が［現在の］

アクチュアリティに撃たれるためには、両者のあいだに連続性があってはなら

ない」のだ即7，7］（G5■5－1P町587：ⅠV35－36）。

「虎の跳躍」とともに、歴史が目覚める。実証主義の歴史記述には、選ばれ

たもの、生き残ったものだけが書き連ねられているが、このような「勝者の歴

史」のなかからこぼれ落ちた過去、ありえたかもしれない過去もまた、現在の

なかに流れつづけている。この声なき死者たち、屑となった物、「歴史」から

こぼれおちた物を救い上げるために、ベンヤミンは、歴史的事象をその連関か

らもぎ取り、見せかけの伝統の連続性を断ち切るという作業と、ノスタルジッ

クな感情移入の回避を要請するのだ。

ベンヤミンは、ブルジョワが箱に保存しようとした物の（ファンタスマゴリ

ーに覆われた）「リアル」な使用価値を、「センチメンタル」な価値でもあると

いう。ブルジョワが箱に入れた卵立てや雨傘などの日用品は、じっさい日々手

にとり、あるいは身につけるリアルなものである。それらのなかに、じぶんた

ちの「地上の日々の痕跡」を永遠に刻み込もうとするとき、かれらは物に感情

移入しないではいられず、物はおのずとセンチメンタルな価値を帯びる。この

感情移入は、唯物論的歴史記述が批判する、「事象をもう一度感情移入によっ

て新たに作り出された連続性のなかに組み入れる」作業でもある。これに拘泥

していては、唯物論的歴史記述が歴史の流れからもぎ取る「ずっと本質的」な

出来事叩10a．1］（G55－1ア町594：ⅠV47）に出会うことはない。

この出会いのために、ベンヤミンは、テオドール・アドルノがいう「凝視さ

れた現実の最小の細胞でさえ残りの世界全体に釣り合うのだとするみずからの

…Rolf Tiedemann，■■Dialecdcs at a Sbndstill：Approaches to the Passagen－Werkノ■伽肋胞γ

蝕，如椚f〃：CわJfcαJ血5町5β乃d尺gco胞c如耶，ed．GaIγSmith（Cambddge，Mass∴TheMITPress，

1991）284．
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原則に従って」、物そのものを凝視する。その「拡大の手法は［空間的に拡大す

る場合はクローズアップとして］凝結したものを流動化させ、［時間的に拡大す

る場合はスローモーションとして］動くものをおし止める。」この過程でみるも

のの主観性は、事物のなかに消滅してしまう。ベンヤミンにとって「内面性と

は、感情惑溺と濁れる自己充足の住処であるだけでなく、ありうべき人間の像
77ンタスマ

を歪めている幻でもあった。」だから、「彼はいたるところでこれに、具体性を

おびた外向きなものを対照させる。」11そのためにベンヤミンは常軌を逸する

ほど事物に近づき、「あたかも思考することが、触ることや匂いを嘆ぐことや

舐めることにみずから変じていこうと思っているかのように、そんなふうに事

物の肉体へと迫っていく」のだ12。このようにして主観を排して、事物それじ

たいとしてあるあり方へと迫り、イメージを認識しようとするベンヤミンに、

事物を被って隠し、感情移入を促す箱は邪魔だった。

2．日用品の身体性

ベンヤミンは、籍に日用品をしまい込むというブルジョワの行為に、センチ

メンタルな価値の強調と、外部者の目からその物の輪郭を隠すという努力をみ

てとっていた。なぜ事物は、隠されねばならなかったのか。

物を定位置に置くというブルジョワの傾向は、人間の身体にも及んだ。「犯

罪者は監獄に、精神異常者は精神病院に、病人は病院に、死にゆく者はホスピ

スに、死人は死体置き場に、貧民は向こう側の背後に」と、身体的な歪みをみ

せるもの、身体性を想像させるものは、すべてブルジョワの生活から隠された。

性的なもの、エロティックなものは「クロゼット」のなかにしまわれた13。ベ

ンヤミンが1920年代のナポリで目にしたような、肢体不自由者がじぶんの障

害を通行人にみせてたのしむといった光景は（G5－4－1〟白砂g／，308：146）、パリ

やベルリンのブルジョワ社会にはみとめることがなかった。

ところが、かれらの周囲に溢れていた日用品が、使用者の感情移入の対象に

なっただけでなく、卵を泡立てる、傘を折り畳むといったような、身体の所作

や運動を含み込んでいた。身体性を喚起させるものをことごとく目の届かぬと

11テオドール・W・アドルノ「ベンヤミンの特徴を描く」三原弟平訳『ブリズメンー文化批判と

社会』渡辺祐邦・三原弟平訳（筑摩書房，1996）390－91．Theodor Wiesengmnd Adomo，

丹由桝純一一助血塊わ肋加〝dGg5g肋d少（1955）．

12アドルノ 399．

13Gi】1（にh82．
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ころ‘に追いやったブルジョワは、日用品を籍にしまい込むことによって、それ

を使用したときのじぶんの運動の痕跡をもその場所にとどめおいたのだ。ガス

トン・バシュラールが、箱のなかに物とともに秘密を隠そうとする作業が身体

を隠す作業へと移行していくことを見逃さなかったように14、「押型」をとるよ

うに日用品を籍にしまいながら、使用者はじしんの身体性もそのなかに閉じこ

めようとするのである。身体の痕跡すらみせないよう、使用者は自分が触れた

物の輪郭を外部者の目から隠さなければならない。

だが、物がそこにあるのに痕跡を残すというのは、すでに矛盾をはらんでい

る。たとえばペンのインク跡がすでにペンがそこにないことをしめすように、

痕跡は、物がすでに失われたこと、不在であることを告げるしるしである。だ

とすれば、ブルジョワが籍に刻もうとした物の痕跡は、そのなかの物が現在か

ら失われているということ、箱のなかはすでに空虚であることを示唆するだろ

う。箱に日用品の痕跡を刻みこみ押型をとろうと躍起になったブルジョワの行

為は、物それじたいが空虚であることを逆説的に覆い隠す作業でもあったとい

える。また、物は、その空虚さゆえに、使用者の身体性を抱きかかえることが

できたのだ。

ベンヤミンはそのような日用品を、交換価値と展示価値が強調された、しか

も流行遅れになることを運命づけられたものとして、つまり実体を欠いたもの

としてみなした。進歩と同意に捉えられていた「近代性」もかれにとっては、

永遠なる反復であり、新品、流行品も過去の晶の反復にすぎなかった15。専用

ケースに大事に保存された日用品は、いつでもどこにでもある物だった。「弁

証法的イメージのうちでは、かつてある特定の時代に存在したものは、常に同

時に『ずっと以前から存在し続けたもの（Von－jeher－Gewesene）』でもある。

しかし、そのようなものとしてのかつてあったものが出現するのは、それぞれ

ある特定の時代の眼前においてのみである。」ベンヤミンは、このかつてあっ

たものがイメージとして出現する瞬間に、いつでもどこにでもある吻のなかに
潜在する「願望のイメージ」を認識しなければならないという【N4，1］（G5■5－1

PⅣ，580：ⅠV22）。

■4ガストン・バシュラール『空間の詩学』岩村行雄訳（思潮社，1969）126．GastonBachelad，血

♪誠i甘M血J叫αα（P血s：PressesUniversitairesdeFmnce，1957）．

■5Gill（Xh135－36．
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集団的意識において、そのような新しい生産手段の形式に相当するのは、

新しいものが古いものと浸透しあう場となる、もろもろのイメージであ

る。これらのイメージは願望のイメージ（Wunschbilder）であって、そ

のなかで集団は、社会的生産物の不完全さや社会的生産秩序の欠陥を止

揚しようとするのだが、しかしまた、そのような不完全さや欠陥を美化

しようとする。そのことと並んでこの願望のイメージには、古びたもの

－とはすなわち、いましがた過ぎ去ったものである－と自分とをは

っきり区別したいという強い意欲が現われる。この傾向のせいで、新し

いものに触発されたイメージの空想力（Bildphantasie）は、はるか昔に

過ぎ去ったものへと赴く。あらゆる時代は、それが見る夢のなかで、自

分の次の時代がイメージとなって現われるのを目のあたりにする。（C5■

5－1fbγね，46－47：330）

願望のイメージは、いましがた過ぎ去ったばかりの過去よりも、遠い過去へ、

太古へと、空想力を誘う。じじつ、19世紀の建築や事物のなかには、古代ギ

リシア建築を模したものや神話のモチーフを装飾に使用するものが多くみられ

た。スーザン・バック＝モースは、ベンヤミンが、このような古代の仮面や伝

統の名に被われながら、鉄や機械などの新しい技術に内在する、まだ認識され

るにはいたっていない「新しい性質」に注目したと指摘する。これらの仮面は

「新しい性質」を被いつつ、同時に人間が自然界と調和していた時代に回帰す

る願望、すなわちユートピアを欲する人間の願望をも表現する16。それゆえ、

事物に投影される願望のイメージは、社会的ユートピアの実現への願望に結び

つけられる。

だが、社会的生産秩序の上にも、技術的にも、革命をもたらすやもしれぬ「新

しい性質」の潜在力は、それらをいましがた過ぎ去った過去の続きとしてのみ

しか見ない因習的な想像力によって束縛され、見逃されていると、ベンヤミン

は批判する。このような想像力をうち破り、過ぎ去ったばかりの過去から革命

的に脱却しようとして、願望のイメージはもっと遠い過去へと遡っていく。ユ

ートピアを求める太古の願望が、過去のイメージを再活性化させることによっ

て、集団は「次の時代」における階級なき社会の到来を夢見ることが可能とな

l‘suz抑Buck－Morss，乃ββ血血d由〆滋β吻：I陀Jおγ鹿ゆ桝i乃β〝d伽A化仇お叫cf（Cambddge，

Mass．：theMITP托SS，1989）111．
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るのだが、そのためには、ユートピアヘと向かう想像力を表現する事物の「新

しい性質」を、集団のなかに意識化することが必要である。だから、センチメ

ンタルに過去を模倣することをやめ、事物に潜む「新しい性質」に徹底した注

意を向けなければならない。そうしてはじめて集団的想像力は、ユートピアを

希う集団の願望の原イメージを再活性化し、革命的潜在力を心に描き、革命的

な破壊の可能性を求めて、歴史的な連続性を切断することができる17。

このようなユートピアを希うベンヤミンは、過去の救出のみに拘泥していた

のではなく、むしろユートピアヘの願望を救出することを最終的に望み、この

願望にたいして人間がたゆまずあたえてきた「表現」を事物に読みとろうとし

たのだ18。けれども、ベンヤミンは、過去のイメージから、未来の青写真を用

意してはいない。ベンヤミンのいう原イメージは、「新しい性質」を提示して、

未来の解放を動機づけるものである。過去の回復それじたいが未来の解放とな

るのではなく、あらゆる時代が夢みるという「次の時代」は、あくまで夢みら

れているのであり、その現実が見据えられているのではない。「イメージは、

革命後の社会の予知というよりは、ラディカルな社会的実践のための必要な準

備」19であり、革命をもたらす契機となるものである。ベンヤミンは、革命の

考えを「集団の技術的器官の神経刺激」（einerlnneⅣation der Technischen

OrgandesKollectivs）と捉え【W7，4］（Gぶ5－2f〉Ⅳ，777：Ⅳ175）、願望のイメー

ジを、この集団の技術的器官に、革命を促進する神経刺激をあたえるものとみ

なした。事物に潜むイメージが、集団の器官に革命を促進する神経を伝播し、

革命的エネルギーを放出するのである。

しかしながら、集団は、みずからが夢みていることにさえ気づいていない。

願望のシンボルである事物は、ユートピアを実現しうる潜在力を眠らせたまま

で、フェティシズムの対象になりさがってしまった。そのような事物があたえ

る神経刺激は、革命の契機にはなりえず、ベンヤミンが痛烈に批判するように、

17Buck－Morssl14－15．
モタルネ

18ァドルノが「近代を太古としてみる彼［ベンヤミン］の見方は、いわゆる古くて真なるものの痕

跡を保存しようという意図に出るものではなく、ブルジョワ的内在性の夢うつつの状態から、真

に脱出しようということを意味している」と述べ、また「彼を縛っていたのは、アレゴリーのよ

うに化石になっているもののなかにかつて流れていた生命を、目覚めさせるということだけでは

なかった。現に生きているものを、とっくに死に絶えたもの、《根源史》のうちに姿を現して、

突如その意味を解き放つものとして見ることでもあった」と再三注記したのも、この方向性をふ

まえてのことだった（アドルノ391，385）。

19Buck－Morssl17．
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個人の性的欲望の消費に向かったのだった。ベンヤミンは、ブルジョワの物へ

の感情移入を、「商品のたましいの売淫以外のものではなりえない」と記し、

商品と娼婦の身体が性的対象として等価となったことを見逃さない（G5■1－2

5βC∂如軸加，559：200－01）。まさに「商品は娼婦においておのれの人間性を

祝う」のだ（G5■1－2ゑ〝加ゆα戊，671：382）。ブルジョワは、室内で抑制したエ

ロティックな欲望を日用品に投影し、事物をその「起源」から切り離して、フ

ェティッシュに崇拝した。ギロツチのことばをかりるならば、「ブルジョワの

男にとって、日用品が肉になり（フェティシズム化）、肉が日用品（娼婦）に

なったのだった。」20

このような身体性、さらには性的欲望までも投影された日用品は、箱に入れ

られ、外部者の目から隠されたのである。だが、箱で被われていては、事物の

「表情」を読みとることはできない。また事物も、ユートピアの創出へと集団

的想像力を向かわすために必要な神経刺激を、集団の身体に伝播することがで

きない。

3．家という鮨に住む

ブルジョワが日用品に身体性を刻印する努力は、かれらの「住む」ことへの

病的なまでの執着に結びついた。身体もまた住居という専用ケースに入れられ

たのだ。住むことは自主的な営みではなくなり、ビロードに被われた室内

（Intedeur）のはうが、痕跡をとどめる習慣を身につけるよう居住者に強いる

ようになった（G52－1月ゆ血糊曙〟〝dA〝乃加古，217：380）。ベンヤミンは、住む

という営みのこうした変化をつぎのように端的に記している。「他動詞として

使われる『住む（wohnen）』一例えば『住みなれた生活』（gewohntesLeben）

といった使い方の場合 は、この住むという行為に潜んでいる時々刻々のア

クチュアリティがどんなものかを教えてくれる。住むということの本質は、容

れ物（Gehause）にわれわれの姿を刻みつけることにあるのだ。」［Ⅰ4，5】（C5－5－1

ア町292：V163－34）住むことは、人間専用のケースと化した家に「アリバイ」

を留めることにほかならなかったのである21。

20Gill∝h120，172．

2リユーゲントシュティールの室内インテリアと、それに先行する室内インテリアとの関係の本

質は、ブルジョワが歴史における自己のアリバイ（血ibi）を、博物館（特に植物の世界）における

もっといっそうの馴染の薄いアリバイによってとりつくろうところにある」（［Ⅰ7，5］G55－1P町

298：V175）。
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住むということを考える際に難しいのは、そこでは一方で、蒼古のもの

が－ひょっとしたら永遠なるものが一認識されねばならないという

こと、つまり、住むというのは人間が母体のうちに留まっている状態の

模像であるということが認識されねばならないのに対して、他方では、

こうした根源史的形式は、家（Haus）のなかにいるということではな

く、容れ物（Geha也se）のなかにあるということである。容れ物はそこ

に住む者の刻印を帯びている。住居はその極限的な場合において、容れ

物に変じる。19世紀ほど住むことに病的にこだわった世紀はなかった。

この世紀は住居を、人間を容れるケースと捉え、この人間をそのいっさ

いの付属物とともに、住居にあまりにも深く置き入れてしまったので、

そのさまは、製図用臭がその取り替え部品とともに、大抵は紫色のビロ

ードで張られた深い窪みにはめこまれている、あの製図用異人れの内部

を思い起こさせる。［Ⅰ4，4］（C5■5・1f，Ⅳ，291－92：V162－63）

ブルジョワはさらに、みずからの身体を深く置き入れる箱、室内を、世界と

いう劇場に設え、そのボックスシートで家族生活を眺めてもいたのだった。ベ

ンヤミンは重ねてこのように述べる。「金利生活者は、彼の私的な環境を作り

上げようとするとき、商売上の考慮も社会的な考慮も排除する。ここから生ま
ファンタスマゴリー

れてくるのは、室内のさまざまな幻像である。室内は金利生活者にとって宇宙

である。そのなかで彼は遠方と過去を蒐集する。彼のサロンは、世界という劇

場の桟敷席（Loge）である。」（G55－1月ぬ，52：342－43）このような桟敷席が

設けられた室内を、プライベートとパブリック、主体と客体の境界が脅かされ、

内部と外部が置き換えられた状況と指摘されることもあるが22、居住者は室内

からの働きかけによって私的環境を作り上げたのであり、身体の主体性は、桟

敷席がつくられる以前にすでに室内に吸いとられていることに注意したい。

まず、室内そのものが「仮装し、誘惑者のようにさまざまな雰囲気の衣装を

纏う。」そのなかで「自己満足した俗物は、隣の部屋ではカール大帝の戴冠式、

もしくはアンリ四世の暗殺、ヴェルダン条約の締結、オットーとテオファノの

結婚式などがなされたとしても不思議はないといった感じを、少しでも味わお

うというのだ。」［Ⅰ2，6］（GS5－1P町286：V152）室内が、居住者を、さまざ

2victorBurgれ■’TheC吋inPieces，－’乃gA肋α物〆I物Jねγβg，如桝れed．bumMa∫CuSandLynda

Nead（bndon：bwrence＆Wisha止，1998）61．
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まな歴史様式が混在する世界劇場の役者に仕立て上げたのだった。このような

室内は、当時の都市に建てられた記念碑のように、社会的、経済的な変化とは

無線な「永遠の」ものとして成立していたのだ。ブルジョワは、過去と今の不

連続性をみいだすことなく、みずからの感情を室内の事物を籍に入れて刻印し

たので、多木浩二が論じたように、かれらは「容れ物が消えたらそれこそ自分

の身体を見失って不安で耐えられなくなる」のである2三

人びとは、家という箱のなかで「心地よさ（Gemtitlichkeit）」を求めて安楽

椅子に身体を預けた。この部屋を、壁掛けやカーテンなどが幾重にもなった布

の襲や、壁の過剰の装飾が包み込んでいた。ベンヤミンは、このような事物も

身体も被いつくしてしまう19世紀のブルジョワの「心地よさ」の追求に否を

つきつけ、この気分の最内奥の核をつくっていた虚無や愚劣なものと結託した

まなざしにサタン的な相貌を読みとった。

結局、事物はマネキンでしかなく、世界史上の偉大な瞬間も衣装でしか

なく、その衣装の影でそれらの事物は、虚無と結託したまなざし、低劣

かつ愚劣なるものと結託したまなざしを交わし合う。こうしたニヒリズ

ムこそは小市民的な心地よさの最内奥の核をなしている。この気分は、

ハシッシュの陶酔のなかで濃縮され、サタン的な満足、サタン的な知、

サタン的な休息となる。だが、まさにこのことによって露呈されるのは、
インテリア

この時代の室内というものがいかに陶酔と夢の刺激剤であったかという

ことである。（中略）こうした内部空間のなかで生活するということは、

目のつんだ網のなかに織り込まれていること、蜘妹の巣のなかに絡めと

られていることにほかならない。この巣のなかには世界史が、ひからび

た昆虫のように、あちこちにひっかかっている。人々はこの巣の隠れ家

から離れたがらないのだ。［Ⅰ2，6］（C5－5－1P町286：V152－53）

4．囁うサタン

空虚な物を嘲笑するサタンは、ベンヤミンの『ドイツ悲哀劇の根源』（1923－25，

1928）に登場する。アレゴリー的表現においては、「バロック悲劇においてす

べての人物、すべての事物、すべての関係が、任意の別のものを意味し」、意

味作用を担う小道具類がすべて「自分とは別のなにかを指し示すという、まさ

コ多木浩二「弁証法の場としての室内一ベンヤミン・ノート3」『思想』8幻（199釦：綿－89．



イメージとしての歪んだ身体的場 41

にそのことによってある強大さを獲得」する（G51－1A鵜野γオβ，350－51：214）。

アレゴー」－的な見方のなかで、事物は生命を抜き取られて、みずから意味を発

することができない。

生命を抜かれた物質性と意味との間には、深淵（如1f）が横たわる2三物質と

あたえられた意味は異質であり、この意味のために物質はまず死ななければな

らず、はじめに壊されなければならない。この沈黙した物質に、エンブレムが

付与される。こうして物質を旺め、破壊し、剥き出しにするという事態は、物

質の意味からの解放という側面もみせる。また、ベンヤミンがいうように、物

質が世界の「脱冥府化（Deta止adsation）」のために創造されたものであるなら

ば、物質の死滅は悪魔的なものを道連れにして、世界を浄化するはずである。

罪を背負う肉体も物とおなじように、死によって屍体となって、精神を自由に

するだろう（C5■1－1A〃卿γfg，391：288－89）。

このように、物質性ないしは肉体性の殉難をともなうアレゴリーの勝利は、

アレゴリカーに希望を抱かせるかもしれない。そのオプティシズムを、物質も
トイブエル クルタ【】ス

悪魔も囁うのだ。物質は、「悪魔のなかでみずからの冥府的本性を思い起こし、

みずからのアレゴリー的＜意味＞（Bedeutung）を囁い、そして、いかなる罪

も蒙ることなく物質の深遠を究めることができると信じているすべての者を嘲

笑する。」（G51－1AJJ確りわg，401：305－07）なぜか。物質はさらに、あらたに衣

をまといながら、精神を受け入れるからである。

沈黙せる被造物には、意味されたものによる救いを希望する資格がある。

人間の抜け目のない小器用さはといえば、口をひらいて己れ自身を語り、

そして、この上なく邪悪な計算をしてみずからの物質性を自己意識のな

かで人間に似たものに変えることによって、アレゴリカーに対して地獄

の嘲笑を突きつける。この嘲笑（Gelachter）のなかで、もちろん、物

質の沈黙は克服されている。まさにこの嘲笑において、物質は、奇矯な

偽装をまといながら、過剰なまでに精神を受け入れるのである。物質は、

言語をはるかに凌駕するほどに、精神的になる。物質は言語よりも高み

を目指し、その果てに、つんざくような咲笑となる。これは、外側から

別Te叩Eagleton，l仙肋r良材α桝i〃〝乃叩α，血α肋血f血のツC舶ds桝（London：Ve柑0，1981）5．

邦訳T・イーグルトンrワルター・ベンヤミンー革命的批評に向けてJ有満麻美子・高井宏子・

今村仁司訳（到草書房，1988）6．
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見たときはどれほど動物的な印象を与えようとも、内に棲む狂気には、

精神性としてのみ意識されているのである。（G5■1－1A晦卯γ才g，401：306）

なにかがアレゴリー的なものとして立ち現れるのは、隠された知見への鍵を事

物をとおして手にできる者だけに限られる。知見に誘い導くのは、サタンであ

る。ベンヤミンは行為ではなく、この知見こそが、悪本来の存在形式であると

いう。「悪の存在根拠はむしろ、絶対的な つまり神を認めない（gottlos）

一精神性の国（Geistigkeit）という蜃気楼（Fata morgana）とともに開示さ

れる。このような絶対的な精神の国が、精神の対極をなす物質的なものと結び

ついたときに、悪ははじめて、具体的に経験されうるものとなる。」（C51－1

A〟卿r才g，403：311）その深淵では、あらたな「星座」がつくられることはない。

知見というこの衝動は悪の空虚な深淵へと下降し、そこで無限性を自身

に確保しようとする。それは、しかしまた、底なしの沈思［憂鬱］（Tiefsinn）

の深淵である。この沈思のもろもろの項目（Daten）は、哲学的な状況

布置【星座J（Konstellation）を形成することができない。そうして、そ

れら沈思されたもろもろの断片は、陰鬱な誇示表現のためのたんなる基

礎素材として、バロックのさまざまなエンブレム本のなかに納まってい

るのである。（G5■1－1A〟々卯γわ，404：313）

一切の地上的なもの、事物が、崩壊して廃嘘になり、死の比喩に変じる。だが、

この比喩の最極限において、アレゴリーは豹変する。アレゴリー的表現は、物

質から生命を抜き取った、その物質の死、はかなさにおいて成立し、そこにあ

らたな意味を付与したのだが、こうした比喩の限界では物質がはかなさをアレ

ゴリーとして、すなわち「復活のアレゴリーとして」（als die Allegorie der

Aufbrstehung）呈示するようになるというのだ。「最後の瞬間に、バロックの

死斑のなかで－いまはじめて後向きの極大の弧を描きながら、救済しつつ

アレゴリー的な見方は豹変する。」（C5■1－1AJ吻わg，406：316）

このようなアレゴリー的表現が豹変し、救済を志向するためには、身体をふ

くむ事物が死せる物として、廃嘘となった極限的な光景のなかで、背信的に復

活へと寝返らなければならない。事物はその瞬間に、みずからの姿を再発見す

ると同時に、かつ否定する。

ブルジョワが偏愛した籍やケース、カバーの類は、＜被うもの＞と＜被われ
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たもの＞の二元性が明確な＜被い＞である。被いが外されると、日用品は死ん

だ物となる。しかし、＜被い＞をとられた人間の裸体は神の前に歩みでるとベ

ンヤミンが記したように、死んだ物、屍体こそが「復活のアレゴリー」となっ

て、救済を待つことができる。けれども、ブルジョワは、その物にカバーやケ

ース、箱といった奇矯な衣装を纏わせ、価値ないしは意味に浸そうとしたのだ

った。ここには「復活」はない。このブルジョワの努力を噴い、事物の死に顔

を直視したのが、ベンヤミンによれば、ボードレールである。

ボードレールのような人の優れた感覚的洗練は、心地よさから完全に遠

ざかっている。感覚的な楽しみと心地よさとがこのように根本的に対立

するのは、本当の感覚文化の決定的なメルクマールである。ボードレー

ルのスノビズムは、心地よさに対するこの揺るぎない拒絶を表わす奇矯
サタニズム

な決まり文句であり、彼の＜悪魔主義＞は、JL地よさがいつどこに現わ

れようとも、それを妨げるための不断の心構えにほかならない。（G5■1－2

ゑれ加坤αγた，675：389）

ベンヤミンは、ボードレールとブルジョワのこのような相違を際だたせよう

として、物を箱やケースにしまいこむという後者の努力を再度とりあげる。

商品において、それに固有のアウラを現象させることをボードレールは

企てた。彼は商品をヒロイックな方法で人間にふさわしいものにするこ

とを試みた。この試みと対極をなすのが、商品をセンチメンタルなやり

方で人間扱いする、同時代のブルジョワの試みである。すなわち彼らは

人間と同様商品にも家を与えようとしたのである。この時代のブルジョ

ワの家財道具を包んでいた容器や被いや袋には、当時そういう願望が託

されていた。（CSl－2及乃加砂α柏，671：382）

5．記念品

ブルジョワが箱にしまった日用品は、大量生産品である。それゆえにまたか

れらは、物を籍やカバーで覆うことによって、物の価値を高めようとしたのだ。

ここに、リチャード・セネットが指摘する、19世紀を支配した内在性をすべ

ての価値基準とした世俗主義をみることもできよう。

セネットによれば、18世紀の 〈自然〉の秩序は、現象を超越した触れえな
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いものだったが、19世紀になると、すべてが超越的に照らしあわされること

はなく、内在的なものの規準にもとづいて判断されるようになり、内在的なも

の、この瞬間のもの、事実は、それ自体がそれだけで現実になった。その結果、

いかなる環境も、徴候も、見かけも、それによって隠されたものも、アプリオ

リに関係がないものとして、何かを判断するための「大切なもの」から除外す

ることはできなくなった。「内在性が世俗的な知識の原理である世界において

は、すべてのことが価値をもつかもしれないがゆえに、すべてのことが価値を

もっている」とみとめられたのである2三 世俗主義の社会において、すべてが

大切かもしれないし、あるいは何も大切ではないのかもしれないという大きく

豊かな矛盾でブルジョワの生活が覆われた。「私」の経験にとってすべてが必

要であり、何も排除することができないとなれば、「私」と公の額域の区別は

難しくなり、知覚するものと知覚されるもの、内部と外部の区別も崩れる。し

たがって物と感覚の額域の区別もしてはならないものとなる。

ブルジョワが日用品に専用ケースを作ったのも、自分の経験と物の領域を区

別できなくなったからであり、それはまた物に内在する価値ないしは神秘を信

じたからであった。この神秘化は、ベンヤミンのいうアレゴリー的見方と対立

する象徴の作用である（G51－1AJ吻pγiβ，350－51：214）。どんなに墳末な物でも

籍やケースに入れることによって、その神秘性が高められた。たとえば、ウィ

ーンのブルク劇場が取り壊されたときのツヴァイクの描写をみてみよう。

モーツアルトの『フィガロの結婚』が最初に演奏された「旧」ブルク劇

場がとりこわされたときにはウィーンの全社交界が、葬式のときのよう

に改まって感動して、桟敷に集った。幕が下りるか下りぬうちに、彼ら

のひいきの芸術家たちが活動した床板の少なくとも一片を、遺品として

家に持ち帰るために、舞台に殺到したのであった。そして何十年かの後

にもまだ、幾十という市民の家々には、教会に聖なる十字架の破片が納

められているように、これらの見栄えせぬ木片が立派な小箱に納められ

てとってあるのが見られた26。

歩Rich∬dSennett，乃g凡〟〆九∂比肋乃（NewYork：VintageI王00ks，1978）21．邦訳リチャード

・セネット『公共性の喪失J北山克彦・高階情訳（晶文社，1991）41．

26ッヴァイクr昨日の世界JI，36．
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床板の一片が小箱に納められ、聖遺物のように崇められ保存されたのだった。

当時、ブルク劇場はウィーン人、オーストリア人にとって「大宇宙を映し出す

小宇宙であり、社会が自己を眺める多彩な反映」であった。観客は舞台上の俳

優から、着つけ、立居振舞い、会話のしかた、言葉づかいの手本を学んだ2三

床板は、かれらが敬愛した俳優の身体、その身体を手本にしたかれら自身の身

体の痕跡をとどめたものだった。それゆえ、ウィーンのほかの歴史的建築物と

同様に、床板は「身体から剥ぎ取られる魂の一片のようなもの」になった。箱

に納められていたのは、この魂の一片が宿った「聖なる」身体の痕跡であり、

その身体を模倣したブルジョワ自身の身体の痕跡だったのである。中世の巡礼

は、聖遺物信仰において、ケースにおさめられた聖人の切り刻まれた身体に、

みずからの身体の全一性の回復を祈願したが8、19世紀の箱のなかの「聖遺物」

はブルジョワの身体の過去の歴史をとどめる記念品（Andenken）だった。ま

さに、ベンヤミンは「記念品は世俗化された聖遺物である」と書いている（C5■

1－2Zと乃由Ⅶ砂α戊，681：399）。

人びとは、記念品となるような商品を売るデパートやパサージュに、あたか

も神殿に巡礼するかのように足を運んだ。ベンヤミンはその理由を、19世紀

における経験の衰退と関連づける。事物へのフェティシズムと生の室内化が経

験を隔離したことが、経験を縮小し、結果的に死滅させることになったのだっ

た29。

記念品は＜体験＞（Erlebnis）を補うものである。記念品には人間の自

己疎外の増大が現われている。つまり人間は自分の過去を、死んだ財産

として記錬しておくようになったのである。アレゴリーは19世紀にお

いて外界を一掃したが、それは内面世界に棲みつくためであった。聖遺

物は屍体に由来し、記念品は（腕曲に体験（Erlebnis）と呼ばれる）死

滅した経験（E血hnlng）に由来する。（G51－2aヲ〝由Ⅶ如戊，681：399）

記念品は、体験を補い、死滅した経験に由来するという。ベンヤミンのいう

㌘ッヴァイク『昨日の世界』Ⅰ，34．

劫carolineWalkerB叩num，舟耶れぬ如竹α血勉お叫f血E田町SムルGg舛血γα山伽仇桝α乃血中

f乃〟とdfβむαJ尺β上砂〝（m：ZoneB00ks，1991）．

わGill∝hl19，172．
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経験とは、自己の一部となっているものであり、したがって記念碑や記念品に

よって主体から切り離して対象化できるものではなく、また対象化しておもう

ように操作できる「体験」とは別ものである。その体験は、連続的な経験とは

異なり、断片化された、偶然的なものであり、忘れられるものである。その忘

却ゆえに体験は、想起（Eingedenken）によってよびおこされる無意志的記憶

を抱える記憶の基盤をつくる。出来事や経験を世代から世代へと物語る伝統の

鎖を作り出す追想（Ednnemng）の力が失われたとき、記憶（Ge舶chtnis）は

この想起の力に任された。

ベンヤミンが追想と想起の相違をプルーストを例証して論じたところによれ

ば、無意志的記憶は「それが形成されたときの状況の痕跡を帯びている」（C5

1－2肋血g，611：425）ものであり、それゆえ想起の日々は他の日々と結びつか

ず、むしろ暗から突出している。記憶痕跡は「それを残す過程が一度も意識に

のぼらなかった場合に、最も強力であり最も持続する」（フロイト）（G5■1－2

肋如g，612－13：427）ことをふまえれば、「無意志的記憶の構成要素になりうる

のは、はっきりと意識をもって＜体験された＞ものではないもの、主体に＜体

験＞として起こったのではないものである。」（G51－2肋血g，612－13：427）つ

まり、無意志的記憶を構成するのは、過ぎ去った「経験」なのだが、この経験

はすでに断片化されているため、「理知の作用の及ばないところで、なんらか

の現実にある事物のなかに」のみ、想起によって呼びかけられねばならない

（G5－1－2肋如β，610：423）。その想起には、現実にある事物、あるいは場所が

必要となる30。

その事物や場所が、想起する人をみつめるようになる、とベンヤミンはいう。

無意志的記憶の発掘物は、「ある遠さが一回的に現われているもの」であるア

ウラによって、事物や自然から自分が見つめられているとおもう現象を生起す

るのであり、アウラを経験することとは、「この現象にまなざしを打ちひらく

能力を付与すること」である（G51－2肋血β，646：470）。つまり、礼拝の対象

となるような近づきえないものが一回的に現れるアウラのように、想起では、

30ベンヤミンが、フロイトの『快感原則の彼岸』（1923）で述べた一文「意識は追想痕跡の代わり

に成立する（BeⅥ止tseinentsteheanSte11ederEdnnemngsspur）」を、「意識は追想痕跡の場所（an

derStelle）で成立する」（G5■1－2肋めど，612：412）と（故意かそうでないかは不明だが）引用し、

記憶痕跡と場所（Ste】1e）と密接にむすびつけたことが指摘されている。Sigdd Weigel，劫砂－α乃d

加呼一卑α〝ご月g一作αdわ好耽Jおrβ々，如椚れt柑nS．GeorginaPaulwithRachelMcNichollandJeremy

GaiれeS（bndon：Routledge，1996）117．



イメージとしての歪んだ身体的場 47

事物や場所において遠いものに見つめられるという現象が起きる。

礼拝や祝祭日が想起の契機となるのも、それらが人を遠い過去の、前史の生

と出会わせるからだ（C5■1－2肋如g，637－38：459－61）。「暦はその祝祭日によっ

て、想起のための場所をいわば空けておくのである。経験を失った男は、自分

が磨から締め出されているのを感じ」（G5■1－2肋如g，643：465）、ついには想

起の契機を失い、前史からも、歴史からも分断される。そのような者にとって、

「記念品」が過去を思い出すために必要となるのだが、その記念品には、二種

類あったことに注意したい。

ひとつは、想起のための儀礼的、反復的な記憶をもたらし現在を覚醒させる、

アウラを放つ物である。遠いもの、過去のものが、さまざまな照応のなかでた

がいに応えあうことに、ボードレールは万物照応（co汀eSpOndances）という

概念をあたえたが、アウラを放ちこの照応をもたらすものがひとつの記念品だ

った。幼年時代の追想が「驚くほどわずかしかない」ボードレールが記憶のよ

すがとしたのは、この記念品である。「追想（Ednnemng）が完全に記念品の

陰に隠れてしまっている」ほど、ボードレールは記念品を多くもった（CSl－2

ゑ〃如砂α戊，690：414）。

17世紀のアレゴリーの鍵となる仮象は屍体である。19世紀のアレゴリ

ーの鍵となる仮象は＜記念品＞（A皿denken）である。＜記念品＞は、

商品が蒐集対象へと変質するときの典型的パターンである。＜万物照応

＞は事実としては、あらゆる記念品が他の記念品への無限に多様な連想

を呼び起こすということである。「千年生きたときよりもなお多い思い
スフリーン

出［記念品】（Souvenirs）を、私はもつ」［「憂鬱二」】（G5■1－2Zお乃加如戊，

689：413）

もうひとつの記念品は、ボードレールが真っ向から対抗した、前述したブル

ジョワが籍に入れて神秘化した記念の物である。この記念品は、19世紀のヨ

ーロッパの都市に建設された戦勝記念のモニュメントや博物館、またはあらた

に創設された記念日とその性格を一つにする。この記念日は、共同体が祝した

祭日や礼拝の時とはまったく異質なものであり、経験を失った者たちに、「い

ましがた過ぎ去った過去」に体験したことを記憶として焼きつけるものであり、

あるいはあたかも経験を保持しているかのように記憶させる装置である。ベン

ヤミンは記念碑に、またそれを建てることを強いた戦争に、経験の危機の訪れ
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を見抜いていた。戦争において、経験はひとの口からロヘと伝えられてゆくも

のではなくなり、すべて虚偽と化してしまった、とベンヤミンはいう（C5■2－2

加γ肋肋γ，胡9：285－86）。

戦争は大量の人びとを殺し、癒しがたい傷を残した。ベンヤミンは経験の喪

失を嘆きながらも、「嘆きをうまく『終業させる』ような集団的弔いの過程を

つうじて何らかの新たな象徴的均衡物をもとめることを拒絶した」、とM・ジ

エイはいう3エ ペンヤミンは、記念建造物によって犠牲者の死になんらかの現

在的意味をあたえ、生存者に慰めを提供するような「記念式典文化」と闘い、

そのような過去を神話化する記念碑が称える勝者よりも、忘れられた死者たち、

想起もされない死者たちの救済をめざしたのだ。記念碑のような特設の空間構

築物が提供するような仮初めの慰めや癒しに抵抗して、ベンヤミンは、「『場所

でない／場所をもたない』という文字通りのユートピア的な」記憶に救済を求

めたのだ3三 象徴的な記念碑によって、共同体に出来事を想起し、記憶するこ

とを要求しようとしても、意志的記憶によって経験や記憶を語り継いできた共

同体はすでに失われているのである。このような状況にあっては、死者たちや

過去は、集団的に再生された記憶よりも、個人的な記憶のなかに、しかもなん

らかの「ショック」がもたらす無意志的記憶にのなかによみがえるはずだ。こ

の記憶は現在に迎合しはしない。

このようにベンヤミンは、過去を項在のなかに回収してしまう記念碑を嫌っ

た。この点について、前出のM・ジェイは、ベンヤミンの記憶の概念が、ヘ

ーゲル的な想起とは異なることを指摘する。ヘーゲル的な想起では、過去は現

在という全体のなかにとりこまれ、消化吸収されるのに対して、ベンヤミンの

記憶の概念は、「過去と現在のあいだのまさに分離を保存し、トラウマそのも

のの遅れを保存している。（中略）失われた対象の、手に負えない異他性が、【過

去と現在の］合体の過程をつうじて中和されてしまわずに、保存されている場

合にのみ、真の経験（E血hmng）が実現されうる。」刀この意味で、ベンヤミン

はボードレールでさえも、記念品を詩的対象にしてしまい、過去と現在という

宥和不可能なものを宥和させようとしていると批判する。

ユ1マーティン・ジェイ「ベンヤミン、記憶、第一次世界大戦」谷徹訳『思想』929（2001年9月

号）：9．Ma血nJay，■－Benjamin，RemembI耶Ce，弧dtheFirstWor】dWaェー■

コ2ジェイ14．

刃ジュイ26－27．
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過去と現在の区別が保存され、想起によって連続した時間の流れが停止した

「今この時（Jetzt）」は、現在の「今」にも「ここ」にも場所をもたず、現在

からずれた時間である。記念品は、箱によって現在に場所を確保されるもので

あってはならない、籍のなかに弔われることによって現在に癒しを提供してな

らないのである。Ⅰ・ヴオールファルトのことばをかりれば、「偽の経験【体験】

（Edebnis）が真の経験（E血山Ⅶng）に相容れないように、また『祝賀された』

（w心血ig）過去が『救済される』（retten）過去と相容れないように、具体化さ

れた記念品は、真の想起（EingedeI止en）と矛盾するものだった。」別このよう

な記念品とは異なる（籍で被われない）想起を促す記念品は、連続した均質で

空虚な時間に「穴」を空け、その穴から勝者の歴史から葬られ、忘れられた過

去を呼び戻し、閃かせて、あらたな「星座」をつくる。そのためには、過去を

閃かせてくれるような物は、戦争で死んだ者たちとおなじように、傷口を開い

たまま、弔いを拒絶し、瓦礫や屑となっていなければならないのだ。

6．鮨を開く一蒐集家の部屋

遠方の物や過去の物が置かれていたブルジョワの室内は、ベンヤミンがいう

無秩序に物を散乱するバロック時代の魔術師の部屋や錬金術師の実験室に重ね

ることができる。

事物はそれが担っている意味に従って集め揃えられ、その存在に対する

無関心ゆえに、また散逸してしまう。アレゴリー的な舞台場面の乱雑さ

は、貴婦人の優雅な化粧室（Boudoir）と対をなしている。この表現形

式のもつ弁証法に従い、収集の熱狂には配慮のだらしなさが釣り合いを

保っている。（C51－1A肋卯γわ，364：238）

ここでアレゴリー的な乱雑な部屋と対比される貴婦人の化粧室は、フランス語

でブドワール（Boudoir）とよばれる。ブドワールがフランスの上流階級の邸

宅につくられるようになるのは、18世紀のロココ時代である35。この時代、

糾ⅠⅣingWoh他山，■■me Measlげe Ofthe Possible．theWeightof血e Realand山e Heatof血e

Moment：Benjamin●sAchl誠吋T∝by，’■乃gA血〃〟か〆肋Jおrjお，如桝れed．山肌MmsandLyn血

Nead（bndon：hwrence＆Wisha止，1998）15．

諏ブドワールについては、山口古里子「フドワールの灰明るい身体一襲に被われた籍」r言語文

化論集』（筑波大学）第56号（2001）：51－96．
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物を整理する収納家具が発達し、陶磁器のコレクションを飾るためのチャイナ

キャビネット、セクレタリー（書き物机）、本棚、トールボーイ（二段重ねの

タンス）、コモード（抽出し付整理ダンス）などが用いられるようになる3三 日

頭に引用した文章で、ベンヤミンの靴下がしまわれていたのもコモードだった。

このような収納家具が置かれて整理が行き届いたブドワールと異なり、ブル

ジョワの部屋には物が溢れていた。これらの物は、それぞれが「新しい性質」

を潜在させ、「今この時」を待っていた。だが、ブルジョワはそうした物を箱

に入れ、定位置にしまいこんだのだった。

ベンヤミンは『蔵書の荷解きをする』（1931）というエッセイの冒頭で、「私

の蔵書は、つまり、まだ棚に並んではいません。それらの書物は、秩序という

ものに付き物のあのかすかな倦怠には、まだ包まれていないのです。（中略）

私が皆さんにお願いしなければならないのは、蓋を開けた木箱（Kiste）が雑

然と置かれているところへ私といっしょに歩を運んでいただきたいというこ

と」なのだと書き（G54－1Jとゐ♪αたg，388：4）、本を入れた木箱をつぎつぎ空け

ていく。そして最後の木箱をなかば空け終えたベンヤミンの頭のなかは、さま

ざまな思い出で満ちている。箱を開けなければ、「古い世界を新生させること」

（G5■4－1九ゐ♪α々g，390：18）も、想起することもできない。＜被い＞を取り除

かれた物のみが、ようやく「新生」をえるという希望をもつことができるのだ。

蒐集家の夢はしかし、永遠に果たされることはない。蒐集には終わりがなく、

断片は断片のままとしてあり、定住することはないからだ。ではなぜ蒐集する

のか。ベンヤミンは、あらたな配置（星座）によって「古い世界を新生させる」

という衝動を伴う断片としての蒐集、すなわち物をコンテクストから離脱させ

て蒐集するという破壊への衝動が蒐集家にあるからだという。こうして蒐集家

ないしは保存者は、「対象の変形」を仕事とする破壊者に変わる3三 H・アレン

36「コモードの側壁には三次元的なカーブが施されるとともに、そのカーブは脚にまで伸びてい

た。抽出しは、前面が波状となってコモードの全体に組み込まれ、わずかに、髪の毛ほどの細い

裂け目だけがその存在を示していたにすぎない。奥行があり、ふくらみのある抽出しを二つ備え

たこの優美な家具は、装飾品としてもてはやされた。」S・ギーデイオン『機械化の文化史－も

のいわぬものの歴史』乗久庵祥二訳（鹿島出版会，1977）297．

37H．アレント『暗い時代の人々』阿部斉訳（河出書房新社，1986）240．HannahArendt，〟と〃f乃血塊

乃桝β5（NewYod【：Harcou几BI召Ce＆Wodd，1968）．

蒐集によって形成されたコレクションは、オリジナリティにたいする新しい感覚を形成したが、

オリジナルなものや、複製不可能な芸術品を蒐集することじたいが困難になり、「起源」の放つ

アウラを喪失した事物にあふれた近代の商業社会にあって、独自の破壊の方法でなされた蒐集の

みが事物のあいだに、差異化をもたらすという事態を生んだ。Megan M．McC崎■－Con血）nting
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トは、この物の蒐集方法と、さまざまなテクストから膨大な引用文を引いて、

本質的なものに達しようするベンヤミンの手法を重ね、そのさい、ベンヤミン

じしんが述べた「穿孔」という方法に注目した。アレントは、この「穿孔する

ことによって地底深く隠された水源から水を得るような方法」を、「儀式的祈

祷の現代版といもいうべきもの」とみなす18。そうだとすれば、穿孔の手法は、

礼拝の街域によびかける想起にも連なっていく。じっさい、ベンヤミンは、プ

ルーストの想起にたいする探究を、「過ぎ去ったものを、無意識のなかにそれ

がとどまっているあいだに表面の穴から入りこんできたあらゆる思い出に飽和

している状態で、明るみに出すことであった」（G5■1－2Aわ如β，637：459）と述

べ、想起と現在の表面に穿たれた「穴」を密接に関連づけている。その「穴」

において、過去と現在が融合することなく、相互に認識しあって、救済が起き

る「今この時」が出現するのである。それゆえ、救済を待つ人は、穴を掘るス

コップの手を休めてはならない。

埋もれた自分の過去に近づこうと努める者は、発掘する男のような姿勢

をもたねばならない。これが真の想起（Erinnemng：追想）の作業の主

調を、態度を規定するものなのだ。それは、まったく同じ事実関係に何

度も繰り返し帰ってゆくことをおそれてはならないし、土を撒くように

その事実関係を撒き散らし、大地を掘り返すようにそれを掘り起こすこ

とをおそれてはならない。（C56βg〟才〃βγα和〝よた，486：156）

ⅠⅠ．鮨の解体

1．イメージ一身体空間

ベンヤミンがみずから記しているように、かれが「＜古びたもの＞

（Veralteten）のうちに現われる革命的エネルギーに出会ったのは、■シュルレ

アリズムが最初である。」すたれはじめた事物や屑、破片、「奴隷化されている

と同時に人間を奴隷化する事物」が、革命的ニヒリズムに転化する。シュルレ

Modemi吋：Vi巧iniaW001fandWalterBenjamin，■一桁，由〝iαI仙郷〃〝d肋gA，血滋血cおdヂ坤g和知

伽5加地A仰〟〃Jα，ゆ柁乃Cβ0〃∽癖〃由I伽折ed．DianaF．GillespieandLeslieIく．Hankins（New

York：PaceUP，1997）313．

洲アレント245．
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アリストは、「そうした事物のうちに潜んでいた＜気分＞（Stimmung）の巨大

な力を爆発に至らせる。」（G5■2－1加γ5由耶αぬ∽〟ぶ，299－300：500－01）このとき、

唯物論的な世俗的啓示（diepro血IeErleuchtung）がなされる。

革命の前提の在処を問うことは、政治と道徳の関係を規定するものへの問い

にもなる。ベンヤミンの目には、シュルレアリスムはこの問いに、コミュニズ

ムの立場から、あらゆる方面にわたる不信を抱くペシミズムをもって近づいて

いるようにみえた。このペシミズムを組織化することとは、「政治から道徳的

なメタファーを追放し、政治行動の空間に百パーセントのイメージ空間

（Bil血aum）を発見することにはかならない。」この「もはや観想によって測

量しきれるものではまったくない」イメージ空間は、身体空間として把握され

る（G52－1上）gr5由mαぬ椚〟ざ，309：516）。

ひとつの行動自体がイメージを自分のなかから現出させ、それ自体イメ

ージであり、イメージを自分のなかに巻きこんで食らうところではどこ

でも、近いものの近さがそれ自体の目つきに表れているところではどこ

でも、そうしたイメージ空間が開ける。それは全面的で総合的なアクチ

ュアリティの世界（deWeltallseitigerundintegralerAktualitat）であり、

そこには＜特別客間＞などはない。一言でいえば、この空間では政治的

唯物論と肉体をもつ被造物とが、内面的人間とか魂とか個人とかその他

それに属する、普通なら私たちが非難したくなるものを、弁証法的な公

正さに従ってあらゆる部分をばらばらに引き裂いたうえで、共有するこ

とになるのである。だがそれでもなお

的な破壊の後では

いやまさにそのような弁証法

この空間はイメージ空間であり、もっと具体的に

言えば、身体空間（Leibraum）であろう。（C5■2－1上）gr劫，耶βJゐ椚〝5，309：

517＿18）

前述したように、ドイツのバロック悲劇論では、ベンヤミンは、事物の意味

を抜き取るように、生命を抜き取られた屍体（とそれによって自由になる精神）

をとりあげていたが、いま、事物のエネルギーが生み出すイメージの空間には、

身体がある。この身体がイメージを文字通り身体化して空間を創出するのだが、

注意すべきことは、この身体の「生」は、あくまでイメージと一体化する「歪

められた生」であることだ。この「今」にも「ここ」にもない身体的場を、ベ

ンヤミンは「アクチュアリティの世界」とみなした。
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この身体－イメージ空間はまた、集団の空間でもあるが、この空間から形而

上学的なものがまったく排除されているわけではない。なぜなら、形而上学的

唯物論から人間学的唯物論に移行するさい、形而上学的な残津が残るからだ。

集団もまた身体的である。技術のなかで組織される集団の肉体が、その

政治的・具体的な現実性のすべてを備えた姿で生み出されるのiま、あの

イメージ空間、世俗的啓示のおかげで私たちが住みつくことのできるあ

の空間のなかにおいてでしかありえない。（C5－ 2－1上おγ 5おmβぬ桝脚，

310：51釦

集団的なイメージ空間に、世俗的な啓示がもたらされる。それは、物質である

身体の神経にエネルギーが充電され、放電されるという神経学的な比喩を用い

て述べられる。先述したように、事物の願望のイメージは、集団の技術的器官

に神経刺激をあたえて革命がもたらされる契機を潜めたが、ここでは集団的身

体それじたいに神経刺激が伝播されて、身体－イメージ空間が生起する。事物

のイメージが、身体によって空間化されるのである。

世俗的啓示において身体とイメージ空間とが深く相互浸透し、その結果、

革命のあらゆる緊張が身体的・集団的な神経刺激（1eibliche kollektive

ImeⅣation）となり、集団におけるあらゆる身体的な神経刺激が革命の

うちで放電されるならば、そのときはじめて現実は、『共産党宣言』［1848

年］が要求している程度にまで、自分自身を乗り越えたことになる。（G5■

2－1加r5お〝℃αぬ椚∽，310：518）

エネルギーを充電した革命的な集団的身体が、世俗的啓示を受けて、エネルギ

ーを放電することによってはじめて、『共産党宣言』が要求した革命が達成さ

れる。このことを理解するのは、ベンヤミンによれば、シュルレアリストだけ

である。

そのシュルレアリストはそれぞれ、「表情による黙劇を演じている。毎分ご

とに60秒間ベルを鳴らす目覚まし時計の文字盤になりかわって。」（G5■ 2－1

加r5誠，叩αJ由桝∽，310：518）表情の黙劇が時計の顔になって、顔（身体）とイ

メージは一体化し、有機的なものと無機的なもの、身体と機械の境界も消えて

しまう。時計のベルとともに一瞬現れるこのような身体－イメージ空間のなか
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で身体は、事物と同じように、表情の黙劇をおこないながら、世俗的啓示の瞬

間を静止して待つ。なぜならば、イメージのなかで「かつてあったもの（das

Gewesene）」は「この今（dasJetzt）」が閃光のごとく一瞬出会う状況（星座）

を構成するが、その「かつてあったもの」が「この今」にたいしてもつ関係は、

現在が過去にたいしてもつような時間的・連続的な関係ではなく、弁証法的で

あり即2a，3］（G5■，5－1P町576－77：ⅠV16－17）、この弁証法の静止状態のなかで

こそ、世俗的啓示は閃きを増すからだ。事物にそのイメージを読み込んだベン

ヤミンは、ここで、身体に、事物のように「表情」のみでイメージを表出させ

ようとする。その身体の言語は、時計のベルのように、言語としての意味をな

さない。ただノイズとなって、均質的に連続して進んでいく時間に警鐘をなら

す3；イメージが、批判的で危険な瞬間の刻印を最高に帯びていることを訴え

て。

2．マグリットの椅子

ベンヤミンから離れるが、ここで、シュルレアリストがみいだしたという「奴

隷化されていると同時に人間を奴隷化する事物」として、ルネ・マグリットが

描いた椅子をとりあげたい。

マグリットは、木製の椅子を座部に置いた巨大な石の椅子が石の荒野にそび

え立つ光景を、ヴイクトール・ユーゴーの『諸世紀の伝説』から着想をえたタ

イトルを冠する油彩画『諸世紀の伝説』（エαエ勿乃血dどぶ5オ∂cJβ5，1950，Cat．717）

に描いた℃ この絵について、友人マリエンが「椅子は人類に仕えはじめる前

39

ベンヤミンは、みずからの仕事とシュルレアリストの態度との相違をみとめるようになる。

「アラゴンが夢の領域に留まろうとするのに対して、私の仕事では覚醒がいかなる状況であるの

かが見出されねばならない」し、またシュルレアリストの印象主義が「神話」を維持しているの

に対して、かれの仕事では「『神話』を歴史空間のなかへと解体しきることが問題」だった。「そ

れは、過去についての未だ意識化されていない知を呼び覚ますことによってのみ可能となる。」

［Nl，9］（G55－1f，Ⅳ，571－72：Ⅳ7－8）シュルレアリストは、「今」と「かつて」の相違をならして

しまい、物を彼方へとふたたび追いやってしまう。ベンヤミンは、表現が解釈と関連するように、

顧望のイメージと夢からの覚醒を関連づけ、事物の表情から願望のイメージを読みとろうとした

（Tiedmann270＿71）。

仰

victorHugo，ム】エ々由乃血血ざi∂cわざ，1一朗itiondite《d卓血itive》（Pads：J．HetzeletCie，A．Quantin

etCie，1883）．

マグリットの『諸世紀の伝説』にかんするデータは、此〝古物放αねJ卿‘β月β由0〝〝‘，ed．David

SilYeSter，5voIs．（bndon：meMehlFoun血don，PhilipWilsonPublishers，1992－1997）を参照（本

文中と注には、このカタログ・レゾネのナンバーを以t．のあとに記した）。マグリットは、『諸世

紀の伝説』で描いた石製の巨大な椅子とその上に置かれた木製の椅子のモチーフを度々とりあげ
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に、それ自身の懐のなかで休んでいた」と書き添えている（C〃れお一凡〟［1950

年］）。またおなじ椅子を描いたスケッチでは、「石の椅子は時間に侵蝕されて

いる」と説明され4ミ さらにはカジノの壁画に描かれた椅子は「みずからを創

出したことを喜んでいる」（cat．791［Ⅵ）と記される。マグリットは1957年に

も、おなじ巨大な石の椅子とそれに載る木製の椅子を描いた。その椅子は「孤

独」を表すという。

ユーゴーの『諸世紀の伝説』は、神々の世から人間が生まれ出で、人間の営

みをなしていく長大な過程を記した長詩である。マグリットは、この営みの過

程に、神の創造物としての巨大な石の椅子が、人間のために木製の椅子を用意

した出来事を置いた。木製の椅子は人間に仕える前、その巨大な椅子のうえで

休息していたのだが、地上では人間に奴隷化される。けれども、マグリットが

『西洋人の偉大な観念』と超した連作に、この巨大な椅子と木製の椅子をふた

たびとりあげたのは、西洋人が考案した椅子が、人間に奴隷化された道具だっ

ただけでなく、逆にいえば西洋人が人としての営みをつづけるためには、すわ

らなければならなかった道具だったからだろう。マグリットは、人間が奴隷化

した椅子をその使命から解き放つかのように、巨大な石の椅子の懐に抱かれた

木製の椅子を描きつつ、その椅子に逆に奴隷化されている人間も描いたのだ。

ている。

このタイトルは、すでにマグリットがマルセル・マリエンに宛てた1944年7月の手紙のなか

にしめされており、1945年のグアッシュの作品（以t．1192）に用いられた。ただしこのグアッシュ

は椅子ではなく、馬に乗った男と、外壁だけになった二つの建物を描いたものである。さらにマ

グリットは、1950年におなじ巨大な椅子と木製の椅子を題材にした油彩画を3点（以t．717，722，

737）を描く。この椅子はまた、Knokke－1e－Zoute市営のカジノの8点の壁画と、『魅せられた蘭
域』上β血椚〃f乃gg乃dα〝好（1953，00t．7鮒）の1点に用いられている。おなじタイトルのムヲ血桝αf〝β

g灯んα〝好をもつ、1957年にブリュッセルにある建物のエントランス・ホールを飾る5点の油彩絵
（也t．864）の1点としても石の椅子が描かれた。

1952年の10月にマグリットが画商Iolasに送った10点のグアッシュの1点として、『諸世紀

の伝説』の木製と石製の椅子を描くが、椅子はかすんだ青空と青い海を背景にしてそびえ立つ

（αt．1331）。同年の遅く、マグリットはふたたびグアッシュで、空と海をしたがえたおなじ木製

と石製の椅子を描く（00t．1351）。また、さらに1点、グアッシュで、おなじ題材を描いた（以t．

1353）。1955年、以t．717のように石の荒野に立つ巨大な石の椅子と木製の椅子をグアッシュで制

作（以仁．1392）。1961年、荒野の石の配置は異なるが、やはり巨大な石の椅子と木製の椅子をグア

ッシュで制作（cat．1488）。さらに、1962年、石の荒野に立つ石の椅子と木製の椅子を、「西洋の
人間の偉大な観念」（G柁〃J肋α5〆I杓5お和〟と〝）シリーズの一点（00t．14舶）としてグアッシュで

制作する（以t．1527）。同年の1962年、マグリットは再度『諸世紀の伝説』を油彩で描いた（cat．

961）。

4■マグリットとマリエンは、マグリットが1958年に描いた「時間によって侵蝕された石の椅子

に載る赤い椅子」のスケッチにもそのタイトルが適しているとかんがえていた（皿t．717）。
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椅子は、人にすわられることによって奴隷化ないしは身体化する代わりに、人

の身体をみずからにつねに従属させる42。

それゆえ人は、死しても椅子にすわっていなければならない。このことをし

めすものとして、マグリットが、身体を柩に見立て、椅子にすわらせた有名な

作品群があるで ダヴイッドやジエラールが描いたレカミエ夫人の身体は枢と

なって長椅子に横たわり、マネの『バルコニー』山占β加〝，1868－9）の女性2

人と男性1人の身体も柩となってバルコニーに腰掛けている（叫gc血g：血

∂α血刀滋肋〝βf，1949［cat．710］）1その人物たちは「坐っていなくてはならな

かった」のである（cat．710）。

マリエンは、乃γ坤βC如gご血∂α血刀血肋乃βfにつぎのような文章を付した。「百

はどもあるような部屋の端（bord）には、白昼の光に開かれて、家族か友人の

グループが、樫の木の美服をまとって、われわれの哀悼の念のなかにじっとい

421959年7月23日、マグリットは詩人A．Bosmansにこう書き送っている。「わたしの現在の

「問題」は、椅子を（主題として）どのように絵のなかにしめすのかということです。偶然にも

あなたは椅子とミモザの茂みについて話していました。問題は、事物－それも椅子と結びつけら

れるものとして独自に考えられたもの（たとえば、籠には卵、傘には水が入ったコップ、ドアに

は通り抜けることのできる穴のような）事物を見つけだして、私の問いに答えることなので

す。」Ren丘Ma由比e，エβ伽5d血d好劫5桝〃耶J湖－Jタ6乙Editionebblie etannoteeparFmncine

Perceval（Bmssel：Editions Seghers，1990）14．

この後のBosmans宛ての書簡でもマグリットは「『椅子の問題』はまだ解決していない。より

よいものを待っているあいだ、こんな椅子をかんがえてみた」と記し、4本の脚のうち、前の脚

1本から尻尾が伸び、その先がひろがった尻尾から別の逆さまになった椅子の脚4本が生えたス

ケッチを描いた。マグリットは、「椅子の問題」にしばらく頭を悩ました後、椅子と「尻尾」を

結びつけて描くことによって問題の解決法を見つけだした。マグリットは、尻尾をまず座部の後

ろにつけた椅子の絵を描き、それを『単純な愛の物語』（亡加g 5fIゆわ ぁ由わ如 d－α椚〃〟r）と題した

（瓜t．朗2）。翌1959年には、尻尾を椅子の座部の前に移して、男性性器を連想させる同魔の油彩

画を描く（00t．897）。すわられることによって身体化してしまう椅子は、尻尾をもったことによ

って、その身体性がよりきわだつものとなった。

伯枢を身休に見立てた作品として以下のようなものがある。Glt．710．以t．721：乃I申g血gニお

占αたp乃血肋乃β′（oilonc孤VaS，1950），Qt．741：乃γ坤gd〃gご〟わ血桝g月血桝わγ血G血〟（oilon

㍑nVaS，1950），G止．742：乃′申gdひβご〟b血桝β肋桝fgr血加〃〟（oiloncanvas，1950），皿t．1545：ム2

占β肋血身〟よ叩g（gouache on押匹r，1963／4），也t．1571：允γ加〝β占曲♪〝d－中畑5一桝idi（gouacheon

paper，1964）．

“19朗年に乃γ坤gdわgご血みαたひ乃ゐ肋乃gJをパリでみたM・フーコーは後にマグリットに、「マ

ネが白い姿（丘g∬eS）をみたところに、なにがあなたに柩をみさせたのか」と問う手紙を送った。

フーコーは、マネの『バルコニー』に、開いた墓から出現したものが3人の人物へと分割された
状景をみていた。このフーコーの問いにたいしてマグリットは、「私に柩をみさせたものは、私

の絵に表示されているイメージであり、『バルコニー』のセッティングは柩を置くのに適したも

のでした」と答えている（瓜t．710）。
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る。いつかは木にふりかかる災難でいくつかの特徴は消えてしまうにもかかわ

らず」（Cαdβ一凡㍑【1950年】，Cat．710）。部屋の縁にあるバルコニーは、枢とな

った身体が住みついている境界の場である。死者たちは、柩の箱になって境界

にすわっている。柩を支える椅子は、過去に葬られ、忘却されてしまう死者の

身体を枢の空間として支えて、過去と現在の境界につなぎとめる。あたかもベ

ンヤミンのいう「穴」が椅子のかたちをとったかのように、椅子は現在に「穴」

を穿ち、死者たちの身体を空間として、その「穴」のなかにとどめおく。

3．多孔空間

ベンヤミンは、ル・コルビュジェの「街路と住居の陶酔的な相互浸透」［Mla，

4；M3a，5］（G5－5－1f〉町538，534：1ⅠⅠ75，85）を許す「移動可能（beweglich）ガ

ラス住宅」（C5■2－1卿血糊曙〟乃dA円形叫217：379）に、19世紀のブルジョワ

が身体の痕跡を刻みつけたあの記念碑的な「家」の神話的造形の終わりをみて

とった［Lla，4】（C5■5－1f〉町513：ⅠⅠⅠ49）。「20世紀は、多孔性（Porosit乱）と

透明性（Transparenz）、野外と外気を好むために、こうした古い意味での住む

ということに終止符を打った」世紀となる［Ⅰ4，4］（G5■5－1f＞町292：V163）で

ツヴァイクのことばをかりれば、建築が「家屋を内部から外部へねじり出し」

たのである鵬。

ル・コルビュジェは1928年に「可動背もたれ肘掛け椅子」や「寝椅子B306」

をデザインしているが▲三 これらの椅子に坐る人の身体の輪郭はすわり方によ

伯

ベンヤミンは、都市の多孔性と浸透性を1924年、ナポリで目にしていた。ナポリでは公的空

間と私的空間が分離されていはいなかった。「めいめいに配られているものであり、多孔的

（por6s）で、混ぜこぜになっているのが私生活である。（中略）共同体生活がさまざまな流れとな

つて、どんな私的な態度や行ないをも貫いているのだ。」（C5■4－1胸中gJ，314：158）このような多
孔性が生活の法則となっているところでは、家は、北国にみられる「息苦しい箱状の家

（Hauskasten）」（G54－1ノ帖申gJ，310：151）と異なり、「人間たちが流れ出してゆく無尽蔵の貯水

滑」であり、また逆に道路が部屋のなかに入り込んでくる（G54－1畑中gJ，314：158）。こうした

内部と外敵家と道路の境界の相互浸透は、主体そのものを溶性にした（VictorB町由n59．66）。

雌ッヴァイクr昨日の世界』ⅠⅠ，444．

一7ル・コルビュジェの椅子は、クロムメッキ網管を素材として使用し、前者は背が動き、後者は

椅子全体が独立したベースに取り付けられた一対の弓形部材によって傾斜する。1925年、バウ

ハウスの家具部門の主任M・ブロイヤーは、ニッケルメッキ銅管を用いることによって、肘掛

け椅子を軽快化することに成功し、「B3ヴァシリー」を制作した。ブロイヤーはすわる人に「ふ

わっとした空気の桂」にすわっているとおもわせることを理想とした（M打（：elBreuer，Chdstopher

Wilk，肋糊Jβ作〟g卜凡和血柁β〝d血加わ0乃，展覧会カタログ（m：MuseumdfM∝1emAれ1981）

41．rいす・100のかたち－ヴィトラ・デザイン・ミュージアムの名品J展覧会カタログ（1997－98）
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って多様化する。これまでの椅子は、ただひとつの明確な輪郭をもった身体を

想定してつくられたが、ル・コルビュジェの椅子は坐る人を固定された身体と

して囲いこむ（siege）ことはない。身体はもはや痕跡を刻みこむものではな

くなり、境界が移りゆく運動の総体として捉えられるようになった舶。

ベンヤミンは、このような事態を促した要因のひとつに、ユーゲントシュテ

ール（アール・ヌヴォー）の建築をあげる。「ユーゲントシュテールは、容れ

物のあり方を根本から揺さぶった。今日ではこうした容れ物は死滅し、住むと

いう行為は衰弱してしまった」［Ⅰ4，4］（G5■5－1PⅣ，292：V292）とベンヤミン

が記すように、アール・ヌヴォーでは、技術と芸術の「新しい性質」が表面化

し、革命的に歴史の連続線を断ち切ったからだ49。ヨーロッパ各地のブルジョ

ワの家でみられるようになったアール・ヌヴオー様式は、ロココ様式の曲線

の歪みやリズムで構成される家具の有機的な運動で身体を包みこんだだけでな

212に引用）。

畑

この身体イメージは、ちょうどこの頃セルゲイ・エイゼンシュテインが、モンタージュ理論に

おいて洞察を深めていた身体運動の軌跡の研究と通底する。エイゼンシュテインは、モンタージ

ュによって、ワン・ショット自体の美や意味は残しながら、造型的構成の新しい意味、「第三の
あるもの」が生まれると述べた。劇の性格はさまざまな行為によって表現されるが、その行為が

外にあらわれる運動の軌跡がミザンステイーナである。この軌跡は、劇の性格を線画的に投影し、

個人の性格を空間に描く線画的なサインでもあるが、それはまた「仮りに想像された眼の軌跡で

あり、眼に提示されるものに応じて、具象的な事物について、ちがった映像が生まれてくるもの

である。ここでは、それは多様な現象についての思考の軌跡でもあるが、それらの現象は時間も

場所もかけはなれたものが、何らかの連続性において単一の意味・概念に組み立てられている。

そしてそうした多面的な印象が、動かない観客の前に生起するのである。」このような連続する

二つの位相を記録した二枚の静止像が衝突することによって、新しい現象を生じさせ、映画のテ

ーマの端緒となるイメージに生命を吹き込むことになる。観客はそのイメージを想像しながら作
者の創造の軌跡を辿るが、そのイメージは同時に作者のイメージでもあるから、それだけに個人

的で生き生きと身近で、「親密な」イメージが形成される（セルゲイ・M・エイゼンシュテイン

『エイゼンシュテイン全集 第2部映画一芸術と科学 第7巻モンタージュ』エイゼンシュテイ

ン全集刊行委員会訳（キネマ旬報杜19飢）24，飾，269．）。

伯Buck－Morss144．

アール・ヌヴォーの出現や建築形態の変化のみが、ブルジョワの生活を変容させたわけではな

い。インテリア史家のP・ソートンには、女性の解放、オフィスでの労働時間の拡張、召し使い

の不足、自動車の所有などによって、家族が人生において多くの時間をすごす「聖域」としての

家庭という概念が徐々に崩壊していったことも、ブルジョワの生活の変化の要因として指摘する。

また、ソートンは、革新的な建築家が人びとに、住居から出て、都市に住み、娯楽をたのしむよ

う奨励した結果、室内空間は狭く、文字どおり「小箱」になってしまい、人びとはインテリアに

以前ほど重きをおかなくなったと述べる。PeterThomton，A〟肋β乃如伽cαr乃β肋g5如加ゎ7血γ

J皮β一J光0（bndon：Weide血IdandNicoIson，1984；叩t．，1985）315．
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く5ごインテリアからエクステリアの構造への成長もみせた。ガラスが多く用

いられたことにより、街路から建物の内部をみることが可能となり、その結果、

部屋は迷路のように配置された5よ ガラスや鋼鉄は、痕跡を残すことが困難な

部屋を作り出した（G52－1Eゆゐγ〟曙〟乃dAr桝〝f，217：381）。また、ガラスに

よって外部が内部に引き入れられると同時に、内部が外部に映し出され、室内

の境界はきわめて曖昧なものとなった。息苦しい「箱状の家（Hauskasten）」

が、解体しはじめたのである。

室内空間が外に歩み出る。そのさまは、あたかも市民が自分の安定し

た幸福にすっかり自信をもって、私の家は、あなた方がそのどこを切っ

てみても、正面なのだということを説明するために、本当のファサード

を軽蔑しているかのようである。前世紀の中葉に建てられたベルリンの

家のファサードはこうしたもので、出窓は張り出しているのではなく、

【外部空間の］壁轟となって内側に入り込んできているのである。街路が

部屋になり、部屋が街路になる。見回しながら歩く通行者はいわばこの

出窓の中にいることになる。【Ll，5］（G5■5－1f）町512：ⅠⅠⅠ47）

フライル「ト

このようにして、アール・ヌヴォーは「野外と取り組もうとする最初の試み」

になった［K2，6］（G5■5－1P町496：ⅠⅠI15）52。男も女も屋外へ、街路へと出て

いった。1930年代のパリを彷裡ったヘンリー・ミラーと親交のあったアナイ

ス・ニンは1932年6月の日記にこう記している。

シJアール・ヌヴォーの起源と発展について大著を著したR・シュニッツラーは、アール・ヌヴォ

ーの基本原理を、線状ないしはヴォリュームで表現された表面的、平面的なボディ
（su血ce一山ies）とみて、この形態の萌芽を植物や動物の生命を装飾に吹き込んだロココ様式に

遡る。Rok托艶hmutzler，A〝肋〝ββ〟（bndon：mameSandHudson，1964）45一紙

51schmutzler31＿32．

52野外は「若さ」を要求した。ブルジョワが物の型押し作業に夢中になっていた時代、若さはい

かがわしいものされ、前に進みたい人は、年よりも老けてみえるような努力をした。「人々は長

い黒のフロックコートを着、ゆったりとした歩みかたをし、できるならば少し肥満して見えるよ

うな装いをした。それは、こういった求める価値のある落ち着きを、身体に現すためであった。」

（ツヴァイク F昨日の世界』Ⅰ，61－62．）ところが、20世紀を迎えると、ブルジョワは日常性一

般を直視する代わりに、あらゆる世代が若くなろうと決心した。「ブルジョワジーは自分たちが

生きている時間はもう長くはないと感じ、それだけ一層若くありたいと願っている。彼らは自ら
により長い生が、あるいは少なくとも美しいままの死が、本当にあるかのように思い込むの

だ。」［s9a．4］（G5■5－2P町694－95：V233－34）
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ある夏の宵。フレッド、ヘンリー、わたしの三人は街路に張り出して

いる小さなレストランで食事をしている。わたしたちは街路の一部だ。

ヘンリーとフレッドとわたしの三人が食べているのではない、人であふ

れた街路が食べ、喋り、飲んでいるのだ。全世界が食べたり飲んだり喋

ったりしているのだ。わたしたちは街の喧嘩をも食べている。人びとの

声、自動車、売り子の呼び声、子供の泣き叫ぶ声、鳩の鳴く声やはばた

く音、犬の吠える声を。わたしたちはみんな一つに溶けてしまった。わ

たしの喉を通るぶどう酒はみんなの喉を通っている。白昼の暖かさはわ

たしの胸の上に置かれた男の手のようだ。白昼の暖かさと街路の匂いは

すべての人びとを愛撫する。その店は開放的で、街路が店内に入りこん

でいる。ぶどう酒が媚薬の海のようにみんなを浸している巳i。

外部での愉悦へと人びとを誘ったアール・ヌヴォ一様式の線とガラスの多用、

その建築の透明性と多孔性。幾重もの布で被われていた壁には、いくつもの穴

が穿たれ、ブルジョワの「籍」の家は多孔的な空間となった。

／てりにおいてこのような外部空間を歩いた人として、ベンヤミンは遊歩者に

注目する。かれらは、パサージュを、街路（Str誠e）を歩く。「その技巧は（中

略）大道を室内にするというやりかたであって、こうして街路が遊歩者の住居

となる。遊歩者は、市民が自宅の四方の壁のなかに住むように、家々の正面と

正面のあいだに住む。」（C5■1－2滋cβ血叫れ539：174）。遊牧民は族長と光

に導かれて「道（Weg）」を通るが、街路を歩く遊歩者は迷うことを恐れず、

前にも進もうともしない（G5■5－1f〉Ⅳ，647：ⅠⅠⅠ219）。かれらはむしろ、下に、

穴のなかに向かう。

街路はこの遊歩者を邁か遠くに消え去った時間へと連れて行く。遊歩者

にとってはどんな街路も急な下り坂なのだ。この坂は彼を下へ下へと連

れて行く。母たちのところというわけではなくとも、ある過去へと連れ

て行く。［Ml，2］（G5■5－1f，町524：ⅠⅠⅠ69）

㍊乃ゼ助け〆血由ノⅥ乃，J汎－J脱（vol．1），ed．andwithaれintrα1ucdombyGuntberSt血1mann

（NewYork：theSwallowP托SS，1雅6）116－17．邦訳 アナイス・ニン『アナイス・ニンの日記

1931－34－ヘンリー・ミラーとパリで』原産衣訳 ちくま文庫（筑摩書房，1991）213．
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遊歩者が向かう過去は、「穴居人の王国の領地」（Troglodytische Reichslande）

のようだと喩えられる地下にも通じた。この地下は、下水道や地下鉄でつなが

れ、その地下鉄の駅名と街路名の交差において、地上と出会っていた［P2，3］（G5

5－1タ町647：ⅠⅠⅠ220）54。

4．遊歩者の身体空間

モロッコ広場という名が、モロッコの砂漠と植民地帝国主義のモニュメント

というイメージを相互浸透させるように、街路はイメージが重層的になる空間

を出現させる［Pla，2］（G5■5－1ア町645－46：ⅠⅠⅠ217）。遊歩者は、「場所から目配

せを受け取り」、さらに周囲の人びとのリズムと自身の歩行のリズムを違えて、

空間的にも時間的にも現在から「ずれた」イメージの空間を、あてどもなくゆ

つくりと歩く。その歩行のなかに空間的にも時間的にも造か遠くのものが、今

の風景と瞬間の中に侵入してくる［Ml，1；M2，4］（G5■5－1f，町524，528：ⅠⅠⅠ69，

76）。

このイメージ空間は、街路が喚起する記憶とその場所を「歩く」という遊歩

者の身体の運動によって出現するものである。先の「シュルレアリスム論」の

身体が事物（に潜在するイメージ）に代わって、神経刺激を伝播してイメージ

空間と一体化したとすれば、この遊歩者の身体は、運動によって街路にイメー

ジ空間を出現させる。ベンヤミンは麻薬の一種であるハシッシュによって生じ

る、二つのものが同時に見える重層現象をみずから体験したが、そのときのこ

とを、「そこではすべてが身体的な迫真力をもって現われ、その度合いは非常

に強いため、顔の場合と同じく相貌が現われ出るのを探し求めることが可能と

別ドゥルーズとガタリは、遊牧民でも定住民でもない、移動する者が住む空間は、定住民の条里

空間でもなく、遊牧民の平滑空間でもない、多孔空間だという。移動する者として念頭におかれ

ているのは穴居生活をする鍛冶師であり、エイゼンシュテインのrストライキ』のなかで、自分

の孔から立ち上がって顔を出している不気味な人びとである。「山によじ登るのではなく山に穴

を穿ち、大地を条里化するのではなく大地を掘抜き、空間を平滑として保持するのではなく空間

に穴を開け、大地をグリュイエルチーズのように穴だらけにすること。」鍛冶師は、このような

多孔空間の発明者であることによって、必然的に定住民と遊牧民のどちらとも交渉する。また多

孔空間はそれ自身、平滑空間と条里空間に「坑道」によって通じている。遊牧民の平滑空間には、

「リゾーム」となって、地下を通過し、飛躍し、また空中に茎を伸ばして、さまざまな出口、軌

跡、孔をもって連結する。いっぽう条里空間には、穴の全体を一緒に共鳴させることによって、

逃走線を塞いでしまう。Gi11esDeleuzeetFelixGuattad，（：砂山仏彬gJざd由坤血畑わわご〟肋♪払おα似

（Pads：由idonsdeMinujt，1980）514－17．邦訳ジル・ドゥルーズ、フェリックス・ガタリ『千の

プラトーー資本主義と分裂病』宇野邦一・小沢秋広・田中敏彦・豊崎光一・宮林寛・守中高明訳

（河出書房新社，1994）469－71．
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なる」［Mla，1】（G5■5－1ア町526：ⅠⅠⅠ72－73）と書いたように、イメージが重層

化する街路の空間も、運動による身体的なものとして迫ってくるのだ。

この遊歩者を、迷宮都市パリが部屋として包み込み［Ml，4］（G5■5－1f，町525：

ⅠⅠⅠ71）、さらに群衆がヴェールとなって被う。

ボードレールにおける大衆。それは遊歩者の前にヴェールとなってかか

っている。それは孤立している者の最新の麻酔薬である。 それは次

に個人のすべての痕跡を消し去る。それは追放された者の最新の隠れ家

である。それは、ついに、都市の迷宮の中で、最新で、もっとも究めが

たい迷宮となる。大衆によって、これまで知られていなかった冥界の相

貌が都市像の中に刻み込まれる。【M16，3］（G55－1f，町559：ⅠⅠI132）

ベンヤミンはこの群衆のなかに見棄てられてある遊歩者と、商品の共通性を看

破する（G5■1－25セc∂如叫如，158：200）。ダンディの恰好をして歩く遊歩者は、

事物の身体化にすぎないのだ5三 商品が顧客のなかに感情移入して入り込むよ

うに、遊歩者は群衆というヴェールに身をまかせる。このときの遊歩者の陶酔

ぶりが、顧客に取り巻かれた商品のそれに等しいという。こうして、物の冥府

的本性が都市に刻み込まれ、街路、そして都市が、ブルジョワが物を入れたあ

の籍のようになる。けれども、商品と異なる点は、商品は専用ケースに痕跡を

刻んだが、遊歩者の＜被い＞はそのなかに遊歩者の痕跡を消し去ってしまうこ

とだ。遊歩者は、街路のなかに痕跡をとどめず、かれが歩く道は「幽霊の道」

となり、「そこでは扉もないに等しく、壁も消えてしまう。」［L2，7】（G5■5－1f，町

516：ⅠⅠⅠ54）家という箱に痕跡を残してきた身体が、街路ではその境界を消失

してしまうのだ。

なぜなら、S．ヴァイゲルが論じるところによれば、遊歩者は「気散じの状態」

にあり、自己の外の物に精神的に没入し、身体の力を喪失したため、その身体

からは身体性が剥奪され、輪郭がおぼろげになっているからだ5… この状態で

は、知覚されるものが、身体、とりわけ顔に入り込む。恐怖を感じた人が恐怖

をあたえる対象そのものを模倣するように、遊歩者の身体は、精神が身体化さ

S5Gill∝h156．

56weige121．
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れた状態、ないしは知覚されたものと表象が一体化した状態にある57。

この精神と事物ないしは身体の一体化をかんがえようとするとき、ベンヤミ

ンがドイツのバロック悲劇論において、意味を抜き取られ、しかし精神性をま

とった物質をサタンの支配する領域と論じ（G5■1－1A〃卿rfβ，403－04：312）、ま

たそのような領域を箱のなかに成立させるかのように、事物を価値や意味に浸

して箱にしまったブルジョワを批判したことを思い出さずにいられない。破壊

された事物は、死骸がころがる極限的な光景のなかで、サタンの領域から復活

のアレゴリーとして救済の可能性を呈示しえた。だからベンヤミンは、箱を開

いて、事物それじたいを死骸のように曝すことを訴えたのだ。しかし、イメー

ジ空間において精神性をまとった「生」ある身体は、救済への希望を何に託せ

ばいいのか。しかも、精神を身体化した遊歩者の身体は、商品とおなじように、

籍を住まいとするようになってしまった。救済に向かう希望を身体に残すため

には、身体も事物と同様に箱から出し、その歪んだ形を凝視しなければならな

い。ベンヤミンは、この視線をカフカの人物の身体に向ける。

ⅠⅠⅠ．現在に穿たれた穴の時空一帯明の身体空間

1．隔たりとしての身体一身体という「名」から「垢」へ

遊歩者にみた「精神の身体化」は、ベンヤミンが1916年に『言語一般およ

び人間の言語について』と超した言語論を書いたときから興味を抱いていた言

語、知覚、物質、身体のつながりが問題化されたものである。

その論文のなかでベンヤミンは、言語を「自身に合致する精神的本質を伝達

する」ものとして捉える。この精神的本質は、「自己を言語において（in）伝

達するのであって、言語によって（durch）ではない」と述べられる。すなわ

ち、「精神的本質は、それが伝達可能な限りにおいてのみ、言語的本質と同一

なのである。ある精神的本質にあって伝達可能なもの、それが、この精神的本

質をもつ言語的本質である。言語は、したがって、事物それぞれの言語的本質

を伝達するのだが、しかしその精神的本質については、それが直接に言語的本

質のなかに含まれている 伝達可能になっている－限りにおいてのみ、言

語はその精神的本質を伝達する。」（G5■2－1と加′卑和Cゐg，142：11－12）たとえば、

57ベンヤミンのイメージ空間を精神分析学的に読み込むヴァイゲルによれば、この身体では、イ

メージではなく、ラカン的想像界が物質化される（Weige127）。
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ランプの言語は、伝達可能な限りのランプの精神的本質をつたえはするが、そ

れはランプそのものではなく、あくまで言語として表現されるランプを伝達す

るにすぎない。つまり、「ある精神的本質にあって伝達可能なものが、最も明

噺にこの精神的本質の言語のうちに現われるのではなく、その伝達可能なもの

がそのまま直接に言語そのものなのである。言いかえるなら、ある精神的本質

にあって伝達可能なものが、そのまま直接に、この精神的本質の言語にはかな

らない。」（G5■2－1とあgγ卑れ打ゐg，142－42：13）

このような言語のなかに、人間の言語や事物の言語がある、とベンヤミンは

いう。人間は自身の精神的本質を人間の言語において伝達する。この人間の言

語的本質は、「人間が事物を名づけること」にある。名づけることによって、

自己を伝達する人間の精神的本質はかつて、言語そのものになっており、逆に

いえば、その精神的本質が絶対的な完全性をもった言語そのものになっている

ところに、名が存在した。その名において、人間の精神的本質が自己を伝達す

る先には神がいる。神が「創造の媒質として彼に仕えてきた言語を、自身のう

ちから人間のなかに解き放」ち、その言語を贈り物（Gabe）として人間に授

け、人間を自然を越えた位置に置いたからだ（C5■2－1と泡gγ妙ゐβ，149：23）。

あらゆる自然は、言語において、つまり人間において、自己を伝達するから、

人間が自然の主人となって、事物を名づける任を負う。

この人間が名づけた固有名は、人間の音声となった神の言葉であり、「人間

が神の創造する言葉と結ぶ共同性」でもあった。また言葉によって、つまり神

において、人間の言語は自然の事物（Ding）の言語とも魔術的（ma由sch）な

共同性（Gemeinscha允）によって結ばれてもいる（G5■2－1とあβγ卑和魂β，150：25）。

その共同性は、非物質的、精神的なものである。いっぽう、事物の言語間にも

魔術的な共同性があり、それによって事物はたがいに自己を伝達しあう。だが、

その共同性は物質的であるため、事物それじたいにおいては、言語は完全には

語られてあるものとはなっていない。なぜならば、「精神が深くあればあるは

ど、つまり、実在性を増し現実性を増せば増すほど、それは語りうるもの、語

られてあるものとなる」からだ（G52－1払〝卑，∝んg，146－47：19－20）。人間は、

その事物の言語を人間の言語に、つまり、黙せる名なきものを有声の名に、不

完全な言語をより完全な言語に翻訳する。この過程で認識が加えられる。この

ように、楽園では、言語はすべて完全な認識をなす固有名からなっていた。

だが、アダムとエヴァの堕罪によって、多くの言語、多くの翻訳が生まれ、

認識はそれらのなかに分化することとなった。それとひきかえに人間が得た善
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悪の知識は、外側から認識である。名はこの認識のなかで、自分自身から離れ

てしまう。楽園では、名と言語と認識が一致する「名一言語」だけが存在して

いたが、地上では「（自己自身以外の）何かを伝達する」ただの「お喋り」

（Geschw孟比）があたりにはびこる（G52－1と池gγ砂仰んβ，153：29－30）。こうし

た人間の罪にともない、傷つけられた名の直接性の回復としての新しい直接性、

すなわち裁きの言葉の厳格な純粋性が生じ、この判決のうちに根ざしている抽

象性が、人間の言語に備わることになった。

お喋りによる言葉の奴僕化ないしは道具化は、「事物の奴僕化」の事態もま

ねく。人間は事物の言語を理解したときの直観から離反し、事物、そして自然

をも利用する対象としたのである。だが自然は話せない。沈黙したまま、悲し

んでいる、嘆いている。「名という至福の楽園言語（Para血esessprache der

Namen）のうちからではなく、名をとうに凋ませてしまいながら、それでも神

の決定によって事物を認識する幾百の人間言語によって名づけられるときに

は、それはどれほど大きな悲しみであるだろう。」（G5■2－1とあβγ砂れ打血β，155：

33＿34）人間は事物を過剰に命名し、沈黙する自然をさらに深い悲しみのなか

に沈める。それゆえ言語は、伝達可能なものの伝達であるだけにとどまらず、

伝達不可能なものの象徴にもなった（C5■2－1と池βγ伽亡んβ，156：35）。

このように言語が散らばり、混乱し、多数に分化したことによって、異なる

言語をもちいる人びとは相互に理解しあえなくなり、翻訳が必要とされるよう

になった。ベンヤミンは、翻訳者の使命を、「翻訳の言語への志向、翻訳の言

語のなかに原作の材（Echo）を呼び覚ますあの志向を見出すこと」とみなす

（C5■4－1戊gA吻∂g，16：401）。ここで志向されるものは、「個別的な諸言語に

は達せられるものではなく、諸言語が互いに補完しあうもろもろの志向

（Intention）の総体によってのみ到達しうるもの」であり、その目的地は「純

粋言語（血ereineSprache）」だという（G5■4－1β才βA癖∂β，13：397）。この志

向にもとづいて翻訳がおこなわれるのであれば、原作は翻訳によって成長する。

つまり、原作はおのれの成長のために、翻訳を要請することになる。ジャック

・デリダはこの事態をこう述べた。「原作がなんらかの捕捉分を呼び招くとす

れば、それはそもそも初めに原作が欠け目のないものではなかったからであり、

充満した、完全な、全的な、自己同一的なものではなかったからである。翻訳

されるべき原作の始まりからすでに、そこには頼落と追放があるわけである。
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翻訳者は請出し（er16sen）、解き放ち、解決しなければならない。」5冶原作その

ものが最初から「歪んで」いるのであり、翻訳者はその歪みを自身の言語に置

き移すことによって、純粋言語を解放することの責務を負う。この作業で、翻

訳者はみずからの母語をも変形させ、成長させ、補完もし、あたかも壷のかけ

らを接なぎあわせてひとつの壷を現すように、ふたつの言語の端と端を接ぎ合

わせるのである。

このように二つのテキストの身体が境界線で接触しあい、たがいに補完しあ

つたとしても、原作には翻訳によって「触れえぬもの」がある。これは、翻訳

そのものにおいてもはや翻訳不可能な「本質的な核（Kem）」である（C5－4＿1戊β

A癖∂g，15：399）。なぜなら、原作において果実と外皮のように一致している

内容と言語の関係が、翻訳の言語においてはまったく異なっているからである。

だから「翻訳の言語はその内容を、ゆったりとした襲をたたえた王のマントに

ように（wieeinK6山gsmantelinweitenFalten）包み込む。」（C5■4－1上）才gA吻占g，

15：399）デリダは、この王のマントを結婚衣裳とみなした。最良の翻訳はその

王のマントに似て、「身体から切り離されたままにとどまるが、しかもその翻

訳iまその身体に結びついている」、ただ「それと結婚することなくそれと結婚

しつつ。」しかし原作のテクストが翻訳を要求しているとすれば、内容（果実）

は王の身体になることを要求し、そのマントを纏う。

そのとき、そのゆるやかな襲々の下で（inweitenFalten）彼が裸である

ことを、人びとは見抜くだろう。たしかにマントとその襲の群は王者を

寒さから、ないしは自然から来るさまざまな攻撃から保護する。しかし

それはまず第一に、とりわけ、彼の筋と同じく、捉の＜異彩を放つ可視

性＞なのである。それは権力（叩uVOir）のしるし、提をつくる威力

（pouvoir）のしるしである。とはいえ、そこから推論されることだが、

肝要なのはマントの下で生起するもの、すなわち王者の身体である。（中

略）王者の身体の周辺では或る翻訳がおのれの言語（1angue）をせせと

つくり、堂々をつくり出し、もろもろの形式を流し込み、へりどもを縫

い、ピケにしたり刺繍したりしている。とはいえ、その翻訳はいつも、

58JacquesDedda，‖DestoursdeBabel，■■軸dと血β〝ff仰5血J，β〟加（Pads：Galilee，1987）222．邦

訳ジャック・デリダ「バベルの塔」『他者の言論－デリダの日本講演』高橋允昭訳（法政大学出

版局，1989）34．
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内容から何がしかの距離を置いたところで、ゆったりと宙に浮遊してい

るのである59。

こうして王の身体にマントを纏わせることによって、翻訳は諸言語を接なぎあ

わせ、結婚させて、王国をつくるという約束をする。その約束は、言語が志向

するもの、「純粋言語」に訴えられる。諸言語は、それらのあいだのあらゆる

歴史を越えた親緑性（Verwandtscha氏：血縁関係）において、そのつどひとつ

の、同一のもの、「純粋言語」を志向するのである（G54－1上）fβA吻占β，13：

396－97）。デリダはそれをこのようにいいかえている。「それは言語の言語一存

在（1一触e－1an即e［言語であること］）、そのものとしてのかぎりでの言語ないし

は言葉（1alan即eOulelangageg乃ぬ乃fヴ伽gね由）である。すなわち、諸言語が

存在するようにさせ、そしてそれらが諸言語であるようにさせるといった、い

かなる自己同一性をも有しないそういう一者（unite）である。」60

翻訳において諸言語は、この一者を志向して、相互に補完しあう。このおか
なうtり

げで、原作は「存える生（Oberleben）」（G54－1α（ZA吻∂β，10：391）をえる

ことができ、翻訳者は「異質な言語の内部に呪縛されている」純粋言語をみず

からの言語のなかで救済するという使命に応えることができる（G5 4－1β才β

A吻占g，19：408）。けれども、いずれの言語にしても、それを扱う者は純粋言

語への遠さを知っている。しかしこの隔たり（Enfemung，1一色loi即ement）が人

間を、「純粋言語」に、「正真正銘の言語（1an即e dela veht色）」たる「真理の

言語（Ⅴ畠山bblelangage）」（soist血eseSprachederWahrheiトdiewahreSprache）

に関係づける。「この関係づけは、『予感』の仕方（1emodedu《pressentiment》

で、つまり不在なものをおのれへと現前させ、隔たりを隔たりとして来るにま

かせる－b止：da 『志向する』仕方（1a mode 《intensif》）で生起する。

翻訳は体験である（中略）すなわち、体験は翻訳である。」61

身振りは、身体の言語と人間の言語のあいだでおこなわれる翻訳である。物

である身体が身振りによって伝達する言語は、音声化されていない言語である。

身振りは「贈り物」である音声を使用しないで、黙して人間の言語を伝達しよ

5りDe汀ida226－27．邦訳42－43．

馴De血da232．邦訳53．

“De血da233－34．邦訳55．
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うとする。沈黙によって、その物質性を際だたせた身体が、人間の精神的本質

を身振りにおいて伝達しようとするのだ。そのとき、精神性が刻まれた人間の

言語と、物質的な身体の言語が、身振りにおいて交差し、身体はそのような交

差、翻訳がおこなわれるトポスとなる。だが、事物としての身体言語は、物質

的であるがゆえに、完全には語られてあるものではない。それゆえ、身振りと

いう翻訳においても、接線が円と接するように、無限に小さな点において、翻

訳不可能なものと訳出可能なものが接ながっており、この補完において言語と

身体は、ひとつのもの、純粋言語を志向するといえる。

翻訳は、このような補完性によって「存える生」を支える親縁性が言語間に

存在することをしめす作業でもあるのだが、ベンヤミンによれば、非言語的な

生の領域にある類似や徴表は、このような予示的な関係では結ばれていない

（C5■4－1上）才βA吻占g，12：393－94）。身体は、事物としては非言語的な生の領域

に属し、類似によって、歪んだ「イメージ」を閃かす媒体となるいっぽうで、

身振りにおいて言語と姻戚関係を結ぶことによって言語的な生の領域に入る。

ベンヤミンが身振りを言語の領域に入るものとして、それゆえ言語と置き換え

可能なものであると考えていたことは、ブレヒトの叙事演劇を論じるなかで、

「植字工が字間をあけて言葉を隔字体に組む（sperren）ことができるように、

俳優は自分の身振りを隔字体で演技できなければならない」と、身振りがテク

ストとおなじように中断可能であり、それゆえ引用可能であると書いたことか

らも裏付けられる（G5■2－2I抱5ねJ血sゆねcゐβ乃βαおγ？，536：544）。

身体はそのものにおいて、事物のように類似の世界に身を置きつつ、身振り

において、まさしく「翻訳を体験する。」しかし、翻訳を体験することは、隔

たりを体験することでもあるので、このような身体は、類似と非類似を同時に

含み込むことになる。

ベンヤミンが「場と存在権を得るためには、一切の精神は、物の形をとって、

個別化したものとなっていなければならない」（G5－2－2御α，430：148）と書

いたように、精神は事物、身体のかたちをとって場をもつのであり、人間言語

と事物言語のあいだの翻訳はこの精神が「場」をもつことだともいえる。この

場は、「身体」という「名」において伝達されてきた精神的本質を身振りがひ

きうけた身体的場でもある。「身体」という「名」の精神的本質が身振りをと

おして「場」として現れることは、身体が「名」から「場」において精神的存

在を伝達するものになったといえるのではないか。しかも類似と非類似のせめ

ぎあいにおいて、あるいは隔たりを隔たりとして来るにまかせながら。
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2．異郷としての身体の身振り－カフカ

ベンヤミンは、E・A・ポーのロンドンを舞台にした群集の身振りに瞳目し

た。「この連中は、眉をひそめ、目をきょろきょろと動かしていた。隣の通行

人に突き飛ばされても、苛立った様子はまったく見せず、服装を整え直して道

を急ぐのだった。そのはかにも、動きが不安げで、血の毛の多い顔をして、独

り言を言い、しきりに身振り手ぶりで、まるで無数の群衆に囲まれているから

こそ一人でいる気持ちがしているといった風の者たちが、相当多くいた。」

［M15a，2］（G5■5－1ア町558：ⅠⅠI129－30）62遊歩者はこのような群衆を観察する。

誰からも注目されていると感じつつ、他方では「まったく人目に触れない、隠

れこもった存在」という弁証法をくりひろげながら、遊歩者は、表面上は無関

心を装って群衆の動きを目で追う［M2，8；M13a，2］（C5■5－1f，町529，554：ⅠⅠⅠ77，

123）。

この遊歩者のように、ベンヤミンはカフカの作品に登場する人物の身振りを

注視する。かれにとって、カフカの全作品は「身振りの法典（KodexvonGesten）」

だった（G5■2－2御α，418：126）。「シュルレアリスム論」では、身体は、事物

とおなじように静止して動かず、ただ神経刺激を受けて、表情の黙劇をおこな

うか、時計のベルのようなノイズを立てるだけだったが、カフカの人物の身体

は、奇妙な姿勢をとり、あるいは激しい身振りをしめすのだ。

ボーが短編のなかで夕暮れを到来させたと、ベンヤミンは特に記している。

夕暮れは街路のガス灯の点火とともに始まる。このガス灯の照明は、遊歩者の

存在と切り離せない。ガス灯が最初についたのはパサージュだったからだ（G5■

1－2滋co必叫れ552：193）。幽霊に喩えられた遊歩者は、黄昏時に、ガス灯

の灯る街路に住んだ。ガス灯にてらされた街路の世界、暗闇に揺れるガスの焔

の世界。この世界になにが見えてくるのか。

ベンヤミンは、薄明が、カフカの『城』の助手たち、『観察』で仮面をはが

62そしてプルーストの群衆描写。「堤防沿いに歩いているそれらの人々はみな、まるで船の甲板

を歩いているかのように、ひどくよろよろして（というのは、この人々は、片方の足をあげるに

は、それと同時に腕を動かし、視線の向きを変え、有をまっすぐに戻し、体の片方を動かしたら

すぐ反対側を動かしてバランスをとり、顔を真っ赤にしなくてはならなかったからだ）、自分の

わきを並んで歩いている者や、向こうからやって来る者のことは気にかけていないと思わせるた

めに、彼らが見えないふりをするくせに、ぶつかることがないように盗み見するのだが、逆にそ

の者たちにぶつかり、接触するのだった。」マルセル・プルースト『花咲く乙女たちの陰に』Ⅲ，

パリ，36貢［M21，1］（G55－1f〉町568：ⅠⅠI149）
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される詐欺師、『アメリカ』でバルコニーに現れる学生、そして南の町に住む

愚か者を被うことに気づく。助手たちはまだ「自然の母胎から完全には解放さ

れていない」存在であり、同類には、モグラなどの動物や蝶もいる。それらの

ものたちは、「太古の世界と罪とのあいだに産み落とされたもの」である（C5■

2－2御α，414：119）。

こうした者たちにとってはそれはど束縛とはならないものが、被造物の世界

全体にとっては「提（Gesetz［法】）として陰鬱に重くのしかかっている。どれ

もが上昇や下降のなかにあり、どれもが敵や隣人と入れ替わる。」それに対し

て、助手たちは「小さな、未熟であると同時に日常的であり、心なぐさめられ

ると同時に愚かしくもある中間世界」を住まいとしている。ベンヤミンは、「彼

らやその同類たち、未熟で不器用な者たちにとって、希望は存在している」と

書き（G5■2－2聯α，415－16：119－21）、提の力に支配されずに、薄明に被われ

て、ぼんやりと現れてくる存在に、希望を託すのである63。

その薄明の領域は、カフカにとって、解読不能だという身振りの描写に浮か

び上がる。ベンヤミンによれば、カフカの人物の身振りは、動物の身振りであ

り、それゆえ「なじみの環境に対してはあまりに強烈すぎ、もっと広い環境に

押し入っていく。カフカの名人芸が高まるにつれ、彼はこうした身振りを通常

の状況に適合させ説明することを、ますます断念するようになる。」（G5 2＿2

御α，418：127）たとえば、ベンヤミンは『訴訟』のKの身振りを引用する。

［Kは］最前列のベンチのところで立ち止まった。けれども僧にはまだ

遠すぎたらしく、手を伸ばして、鋭角に曲げた人差し指で説教壇のすぐ

前を指さした。Kはこれにも従ったが、この場所で僧をなんとか見よう

と思えば、もう頭をうんと後ろに倒さなければならなかった。（G5■ 2＿2

租ベンヤミンにおける敷居概念を分析したメニングハウスは、助手たちやモグラなどの「形象グ

ループ」は、「敷居を守ることではなくて、敷居によって分割された蘭域の間を永遠に往来する

こと」によって特徴づけられると述べる。「彼らは『薄明』の中にある『未熟な被造物』であり、

家庭にも法廷にも城にも属しておらず、『それらの間で仕事に励んで』いる。彼らにとって敷居

は神聖にして侵すべからざるものでも処罰するものでもないのだが、それは前・個人的な発展段

階だからだとベンヤミンは解釈する。」かれらは敷居の住人であるが、しかしかれらの神話的な

世界にはじぶんの領域と他の領域を分かつ敷居はない。それゆえ、個別化という呪いを免れるこ

とによって、かれらはr希望」の唯一の担い手になる。ヴインフリート・メニングハウス『敷居

学－ベンヤミンの神話のパサージュ』伊藤秀一訳（現代思潮新社，2000）45．Win出edMenninghaus，

5d紺g肋邪点〟血βl柏Jおrβg，如桝古形5触5卿dどぶJ勿伽5（FIan姐IrtamMain：SuhrkampVerlag，1986）．
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聯α，419：128）

このような出来事、ドラマの中心は、身振りにある。ベンヤミンはいう。「カ

フカにとってたしかに身振りは、見究めがたい最たるものだった。あらゆる身

振りがそれ自身ひとつの出来事（Vorgang）、いやひとつのドラマだとさえいえ

るだろう。」（G5－2－2柳α，419：128）不可解で単純な身振りをする身体は、不

可思議なもの、明瞭ではないものになる。そのような身振りをする者にとって、

ドラマはこの異質な身体を中心にして展開されていく。それゆえ、カフカの散

文作品のなかでは、敷居を超えることが騎乾が針穴を通り抜けるよりも難しい

というような、つまり現実と対決するための、「この上なく不可解なもの」が

繰り返し起きる。

「カフカは補足的な世界に生きている」、とベンヤミンはショーレムに宛て

た書簡に書いた。「カフカは、自分を取り巻いていたものには気付かなかった

が、補足するものには気付いていた。彼は今日あるものには気づかなかったが、

やがて来るものには気付いていたと言うとすれば、彼はやがて来るものに襲わ

れた個としてそれに本質的に気付いているのだと付け加えねばなるまい。恐怖

に取り付かれた彼の態度の助けとなるものは、カタストローフとは無縁な、素

晴らしい活動空間なのだ。」64この「補足的な」活動空間は、過剰な身振りがお

こなわれる身体空間である。翻訳者は、言語間の補完作用において純粋言語と

の隔たりを予感し、その隔たりを克服できないものとも知っていたが、ベンヤ

ミンはカフカには「予見能力」はなかったという。「カフカは伝統に耳を傾け」、

じっと耳を澄ませていた。耳には「不明瞭な音のみ」が殺到する。その忘却さ

れた言語を志向して、身振りはいっそう過剰になり、隔たりはいっそう深くな

る。

今日の人間も自己の身体（K6叩er）のなかで生きている。この身体は彼

から滑り落ち、彼に敵対している。人間がある朝目覚めると毒虫に変わ

っていた、ということが起こりうるのだ。異郷（seine Fremde）が、彼

自身という異郷が、彼の支配者になったのである。（G5■2－2御α，424：

♭－

ゲルショム・ショーレム編『ベンヤミンーショーレム往復書簡1933－1940』山本尤訳（法政大

学出版局，1990）347－胡（書簡109，1938年6月12日）．耽Jおγ ββ，如椚才〝／Gβ和ん0桝放ん0ね桝，

βわ¢〟gCゐ5gJJ朋3－Jタ4∂Hrsg．GerchomScholem（F柑nk山止amMain二SuhrkampVerlag，1980）．
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137）

身体は、身振りにおいて異郷という「隔たり」として、つまり場として生起す

るのだ。このような場は、薄明の領域でもあるだろう。

この場はまた、カフカをとりまいた「あらゆるたぐいの未成熟のもの、また

欄熟したものに染まれないではいられない」空気とも善かれる。言語が解され

ない村の空気（dieLu允von血esemDorf）が身体になぞらえられるように（C5■

2－2，兄姉α，424：138）、身体は空気のような「場」なのである。雲にも喩えら

れるそのおぼろげな場で、身振りだけが具体的なものに向かうー「カフカに

とってはつねに身振りのなかでだけ、何かを具体的につかみとることができた。

そしてこの身振り、彼が理解することはなかったこの身振りが、その寓話の雲

のような場所を形づくっている。」（G5■2－2御α，427：144）。こう書かれるよ

うに、身振りは、目にはみえても、もはや解読できないものである。ヴァイゲ

ルはこの身振りについて「忘却されたものが、身体の上に載せられ、あるいは

身体のなかに書き込まれるにせよ、非言語のサインは、記憶の言語として読む

ことができる」と述べるように6… そのような身振りをする身体は、忘却のう

ちにある記憶としての身体であり、それゆえその起源からはおのずと異なった

歪み（Entstellung）をもつ。

忘却されていたものは決してたんに個人的なものではない。（中略）忘

却されているものはすべて、太古の世界の忘却されたものと混じりあい、

これと無数の、定かならぬ、変転する結合をなしながら、繰り返し新た

な奇形を生み出していくのだ。忘却とは、カフカの物語の無尽蔵の中間

世界（Mittelwelt）が、陽の目を見ようとひしめきながら溢れ出てくる

容器なのである。（G5■2－2御α，430：148）

忘却されたものは、身振りによって産みだされつつあり、身体は、そのような

忘却されているものを産み落とす「容器」となる。

このような身体は、みずからを「場」ないしは「容器」として包みこむ＜被

い＞でありつつ、かつそれに＜被われたもの＞でもある。遊歩者は、街路を住

まいとし、群衆というヴェールをもっていた。だが、カフカが描く身体は、そ

防weige127－28．
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うした現実の空間を身の置き場所としてもたず、つまり実在の可能性はもたず

に、最初から異郷であり、身体じたいがみずからを被う空気、みずからの身を

置き入れる場、容器なのである。目頭でふれたように、＜被い＞と＜被われる

もの＞の関係から、第三のものとして現れる歪んだ類似がイメージだとすれば、

この＜被い＞でもありかつ＜被われたもの＞でもある場としての身体は、すで

に第三のものとして出現しているイメージである。この身体のイメージはすな

わち、身振りが体験する隔たりであり、異郷そのものなのということになる。

「シュルレアリスム論」の身体は事物としてあり、静止状態でイメージ空間

と一体化した。また、遊歩者の歩く街路のイメージ空間は、歩行という身体運

動によって街路に生起した空間だが、この空間は箱のように、「気散じ」の状

態で精神を身体化する遊歩者を被い、その身体の境界を空間に消失させた。だ

が、カフカの人物は静止してもいなければ、外的な箱ももたない。そんなかれ

らが忘却された記憶の言語を産み落としながら精神性を伝達しようとする身振

りを、先述した王の身体を被うマントに喩えられた翻訳作業に重ねるならば、

精神は、身振りのたびにマントに生じる襲といえるだろう。身振りが精神を伝

達しようとして、マントを動かすたびに、精神が襲として折り畳められ、その

襲のでき具合におうじてマントが身体の場を出現させる。先の翻訳のマントと

王の身体は＜被い＞と＜被われたもの＞の関係を維持したが、激しい身振りを

する身体を被うマントは、その動きにつきしたがうので、マントと身体、すな

わち＜被い＞と＜被われたもの＞は襲において一体化し、そこに場として、隔

たりとしての身体を生む。つまり、外側からもたらされる精神にしたがって身

振りが変化し、それにともない多様化したマントの襲の歪み、擁みのなかに、

イメージとしての身体の場がそのつど生起するのである。それゆえ、身体を場

として存在させるために、カフカの人物は身振りをやめることはできず、過剰

なまでに失敗してはくりかえす。ベンヤミンのいうように、「決定的なもの、

出来事の中心は身振りであり続ける」（C5－2－2聯α，419：128）のだ。

このような身振りによる伝達を失敗し、それゆえにまた身振りをくりかえす

身体は、先にしめしたように、「忘却されているものはすべて、太古の世界の

忘却されたものと混じりあい、これと無数の、定かならぬ、変転する結合をな

しながら、繰り返し新たな奇形を生み出していくのだ」が、こうした分岐をつ

づけ、「何か」を志向しながらも、異郷に身を置く身体の身振りは、ドゥルー

ズの用語で説明するならば、実在するものではなく、総体的な潜在的なもの（1e

virtuel）を質的に差異化（d鮎renciation）ないしは現実化（actu址sation）する
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過程にある運動といえるのではないか。解読不能な身振りを試みては、ぎこち

なく失敗をくりかえす身体は、そうしながら現実化する線上に身を置きつつ、

「何か」を志向する過程で、潜在的なものからの隔たりを体験する6三 この身

体は、身振りの失敗によって精神ないしは記憶の言語との非類似を決定的に体

験しつつ、なおかつ身振りの反復おいてイメージの、類似の世界に住むように

おもわれる。身体が場として生起される隔たり、あるいは異郷は、身体に類似

（イメージ）を閉じこめながら、なおかつ類似の否定をぎこちない身振りにお

いて表明するだろう。隔たりは、類似の歪められた世界でありつつ、非類似を

も明示する。この相反し、隔たりを隔たりとして来るにまかせる身体は、身振

りをなおも過剰にする。

最も忘却されている異郷（devergessenste Fremde）とは、けれどもわ

れわれの身体（K6叩er）、自分自身の身体なのだから、カフカが自分の

内部から飛び出してくる咳を「あの動物」（中略）と名づけたのはうな

ずけることである。咳はあの大きな群の最前線の歩哨だったのだ。（G5■

2－2御α，431：150）

精神と身体の類似でありつつ、非類似性を刻印する身体の場は、身振りとも声

ともつかない、あるいはそのどちらでもある「咳」を吐き出すのだ。

このような矛盾をひきうけながら、身体の場が身振りにおいて生起するとい

うことは、その場が身振りによって歪み、重みをなすということでもある。ベ

ンヤミンはプルースト論で、忘却されたもの、すなわち想起の最深層にある要

素が「重み」をとおして知らされると書いていた。

無意志的想起の特殊な層、その最深層に自分を移入し入れねばならない。

そこではある追想のもろもろの要素はもはや孤立して、イメージとして

ではなく、イメージをもたず形ももたず、はっきり規定されてはいない

鵬Gi11esDeleu狗山∂gタ節州由桝g（Pads：PressesUniversibiresdeFnn鴨1966；4eedition，1991）

99－100．邦訳ジル・ドゥルーズ『ベルクソンの哲学』宇波彰訳（法政大学出版局，1974）108－09．

また、実在するもの（1e r色el）は、それが実在化する可能なものと類似している限りで実在する
とすれば、ベンヤミンのいう事物は、過去の原イメージとの類似のうえで実在する。いっぽう、

現実的なもの（1－ac山el）は、総体的な潜在的なものから差臭化していった到達点なので、その出発

点とは似ていないことになるが、ベンヤミンが注目するカフカの身体は、そのような非類似のみ

ならず、類似性をも身振りのうちにとどめているのではないか。
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重みをもって、ある全体について、私たちに知らせてくれるのだ。（中

略）匂い、それは失われた時（temps perdu）という海に網を投げる者

が得る、重さの感覚である。（G5■2－1伽〟ざJ，323：440－41）

異郷として語られるカフカの身体も、まさに「重み」となって忘れられたもの

を伝える。「重み」は空間を歪める。イメージの歪みはこの重みであるのだ。

この歪みはまた、「メシアがいつか現われて正すことになるだろう世界の歪み

である。それは、空間（Raum）の歪みであるだけでなく、時間の歪みでもあ

るのである」（G5■2－2聯α，伯3：155）。

3．歪んだ姿勢

カフカの『あるたたかいの記』に登場する「祈る男」について、平野義彦は

「都市空間を構成するさまざまな複合体を知覚し、認識し、解釈し、言語にお

いて表現するという営みを、身体をとおして遂行しながら、他方で、都市空間

の内部に、その片隅に、いわばトポグラフィックに、位置づけられ、呪縛され

ている身体を、まさに倍屈し、疑問符のように折れ曲がる『祈る』姿勢によっ

て、みずから顕示している」と述べた6Z さらに平野は、1909－10年の草稿では

祈る男が「はっきりした輪郭のない影法師」と描写されることに注目し、こう

した外界と身体を境界づける輪郭の消失を、身体のみならず、身体が身を置く

世界、都市の存立の危機を意味すると指摘する。祈る男が借屈し、あるいは身

体の境界を消失する原因は、都市の建築物によって輪郭づけられた空間のなか

で男が事物の名を忘れてしまい、事物を認識する仕方、それらを名づける言語

運用に問題をきたしたことにあるという6三 際限のある現実世界では、言語の

痛が身体の境界をばやかしてしまうというのだ。だが、ベンヤミンが注視した

カフカの人物は、薄明の中間世界に身を置き、身体の境界を身振りによって激

しく動かしていた。しかし、やはり言語の伝達に失敗する。それは、■かれらの

身体が忘れられた言語からの隔たりそのものだったからだ。この遠さを、祈る

男や『城』の執事クラムのような「首を胸のところまで低く曲げている男の姿」

が体現する。

立っているのに、胸のところまで頭を曲げる姿勢は、エリアス・カネッテイ

即平野嘉彦『カフカ一身体のトポス』（講談社，1996）37．

仙平野嘉彦37－38，42．
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のいう直立姿勢の独立性や優位性、そして「できるかぎり自分を高くしようと

する特殊な努力」を放棄し、立っている人間に向けられる「過大評価」を端か

ら否定する「歪んだ」姿勢である6三 カフカ自身が犬がモグラを打ったときに

「顎が胸のなかにのめりこ」んでいくことを感じて、みずからがモグラに変身

しはじめたと記したように70、頭をうなだれる姿勢は、人間が動物へと変身し

ていく過程の姿勢である。

ドゥルーズとガタリの目には、この頭を垂れた男の姿勢が、「従属を要求し、

従属を増殖させる欲求」をしめす姿勢に映る7三 かれらによれば、人間が動物

を逃げさせたり、あるいは従属させたりすることによって、動物にあたえる非領

域化と、動物が出口や逃走の手段を人間にしめしてなされる非領域化という二

つの非領域化の結合点に変身がある。そうであるならば、動物へ変身する速度

が遅くなればなるはど、「人間が移動し、旅をすることによって自分自身に行な

う相対的な非領域化に対して、人間の絶対的な非領域化（une dg由〝才わγ由払αJわ乃

α占50血g）を構成する。」その「動物への変化は、動かないまま、その場で行な

われる旅であり、強度においてでなければ体験された理解されることのできな

いものである。」72

これをふまえるならば、頭を胸のところに埋める姿勢は、人間の直立姿勢の

特権を拒み、従属への欲求を増殖させながら、逆説的に動物としての逃走線を

移動する姿勢であるといえる。メニングハウスが、カフカの身振りは敷居上に

おける神経刺激の戦いの合力であると述べたが（ベンヤミンは事物と身体のイ

メージが集団に神経刺激として伝播されると、革命をもたらすイメージ空間が

出現すると記していた）乃、カフカの人物は、まさにこの神経刺激を受けて、

激しい身振りをして、変身しつつある。変身は、その姿勢で、その場で動かな

いまま経験されるのであり、頭を垂れた姿勢は、「人間の絶対的な非領域化」

69エリアス・カネッテイ『群衆と権力』上下，岩田行一訳（法政大学出版嵐1971）下，178－79．Elias

Canel九〟b55g〟〝d〟わdJ（ClaassenVerlag，1960）．

7n平野嘉彦261．

71GillesDeleuzeetFe】汝Guattad，此坤α＝凡〟r抑gJi肋血柁桝f〃g〟柁（Pahs：Les由itionsdeMinuit，

1975）8．邦訳ジル・ドゥルーズ／フェリックス・ガタリ『カフカーマイナー文学のために』宇波

彰・岩田行一訳（法政大学出版局，1978）3．

72GillesDeleuzeetFelixGuattad，御α，63－65．邦訳67－69．

73ヴァルター・ベンヤミン『カフカを語るベンヤミン』ヴィンフリート・メニングハウス『敷居

学－ベンヤミンの神話のパサージュ』（伊藤秀一訳）46－47ページの引用。



イメージとしての歪んだ身体的場 77

を構成する強度そのものをしめすのだろう。この姿勢は、境界という場所、ど

こにもない場所の身体化なのだ。だから、身振りは、解読不能な意味を指示す

るものとして宙づりにされる。

ベンヤミンは『模倣の能力について』（1933）で、近代における人間の模倣

能力の弱体化、魔術的な交感や類推の喪失を指摘した。人は類似を生み出す最

高の能力を保持し、自然のなかの事物を模倣して生きてきた。しかし、近代に

なると、身体とイメージ空間の一体化は、（「シュルレアリスム論」の最後で人

間の表情が時計の顔がとってかわったように）瞬間的な身体的、物質的な類似

において、機械の領域から現れる。蝶が飛ぶのを真似るような、自然の事物を

直接的に模倣する能力が失われたことは、人間言語と事物言語のあいだにあっ

た魔術的な共同性が拘われたこと、すなわちあの「隔たり」が深まったことを

しめすものでもある。人は、その忘れられた言語を想起するために、隔たりの

なかで、かつて模倣能力を備えていた身体の助けを借りて、カフカの人物のよ

うに過剰な身振りをくりかえす。だが、身振りは、失敗し、「不在の『意味』」

しか指示できない。

けれども、「模倣的な振る舞い方の最高の段階」である言語には、目にする

ことができない「非感性的な類似（der unsinnlichen血Inlichkeit）」がいまだに

浸透している（G5■2－1功βγ血s桝才椚d由cんβ陥〝柁¢如乃，213：81）。この非感性的

類似の本質に光を当ててくれるものとして、ベンヤミンは、語られる言語より

も、「シュリフト（S一山如」、すなわち書くという行為そのものと、その行為か

ら生み出される文字像（ScI汀i氏bild）により注目する。

書く者の活動のうちに現れてくる模倣という事象は、はるか遠い時代に

文字として成立し、書くということにとってきわめて入念な意味をもっ

てきたと考えることができる。こうして文字は、言語と並んで、非感性

的な類似、非感性的な交感（Ko汀eSpOndenzen）の記録保存庫（血chiv）

となったのである。（G5■2－1とあgr血5椚オ椚d由cゐg陥γ桝飽官乃，212－13：80）

書くという身振りによって現れる文字は、「類似を生み出すことをその最古の

機能とする」舞踊の残倖だという。文字像は、身体をとおして書き記される言

語であり、いわば「精神の身体化」という身振りの落とし子なのだ。その文字

像は、身体が空間に刻み込んで出現するイメージであり、身振りが精神的本質
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を伝達した瞬間の痕跡である。この痕跡において、差異化の作用でしかないシ

ュリフトは、意味をもちはじめるのであり、そのようなシュリフトの身振りは、

カフカの登場人物の意味不明な身振りとは異なる。文字像も、自然の言語がデ

フォルメされたものであるには違いないが、この文字像を判じ絵として、人間

の模倣能力がもたらしたイメージを解読することができる。

過去がその光を現在に投射するのでも、また現在が過去にその光を投げ

かけるのでもない。そうではなくイメージのなかでこそ、かつてあった

もの【das Gewesene】はこの今［dasJetzt］と閃光のごとく一瞬に出あい、

ひとつの状況（Konstellation）を作りあげるのである。（中略）そして

このイメージにわれわれが出あう場、それは言語（Sprache）である。［N2a，

3］（G5■5－1f，Ⅳ，576－77：ⅠV16－17）

この出会いの場は、ヴァイゲルによれば「記憶の言語の思考と、言語の記憶の

思考が交差する場」であり、その場において言語は「書かれたサインとして読

まれるだけではなく、言語の失われた状態、すなわち非感覚的な類似性のアー

カイブを呼びおこすものとなる。」74文字を読むことは、かつては直観していた

が、現在にあっては未知なものを、読みとることなのだ。事物もこの読解によ

って、認識可能となる。

けれども、カフカの人物の身振りは、なおも奇妙で過剰であり、伝達不能な

ものでありつづける。言語は「過去の経験を埋葬する保体」（G5■ 6 ββ〟才〝gγ

α和乃i丘，鵜6）となって過去へと降りていく手がかりとなるが、身体はさらに

深い穴のなかの「最も忘却された異郷」で身振りをくりかえす。その穴にのみ

開かれるアクチュアルな身体の世界は、ともすれば、歴史のなかで土を盛られ、

ならされてしまうだろう。そうして塞がれてしまわないように、身体はなかば

窒息しながら激しい身振りをして、サインを送りつづける。

おわりに一得つこと

カフカが「忘却のなかの事物がとる形」として創案した、古い切れ端が繋ぎ

あわされている「オドラデク」が逗留するのは、屋根裏、階段、通路、踊り場

である。「屋根裏とは、お払い箱になり忘れられた家財道具の場所だ。裁判所

71weigel126－27．
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に出頭しなければならないという弓垂制は、屋根裏の何年も鍵をかえられたまま

の長持ちに近寄らねばならないというそれと、おそらく似たような感情を呼び

起こすのである。こんな企てはできれば生涯の終わりまで引き延ばしたいとこ

ろだ。」（G52－2聯α，431：151）この引き延ばしは、『訴訟』においては被告

人の判決を先に延ばしてほしいという希望であり、「来るはずのものを先に延

ばすという意味」であり、そして人類にとっての最後の審判までの猶予である

（G52－2柳α，427：143）。オドラデクが逗留する屋根裏や通路のような中間

世界は、希望を待つ猶予の場所である。

ベンヤミンが、カフカにじぶんの不運を重ねていたことはすでに指摘されて

いる。カフカ論を書いたとき、かれは旧友ショーレムと新しく親交を結んだブ

レヒトのあいだで、ショーレムが傾倒するシオニズムとユダヤ神秘主義、ブレ

ヒトのマルクス主義と唯物論的歴史記述のどちらかにみずからの態度を決めか

ねている時期だった。この態度の決定は引き延ばされ、ベンヤミンはカフカ論

を意図通りに結論づけることができなかったといわれる7三 ベンヤミンも、バ

ルコニーで本のページをめくる身振りをみせるカフカの学生のように、バルコ

ニーの住人だったのだ。

かれは、『1900年頃のベルリンの幼年時代』の最終稿の冒頭に「ロッジア」

を置いた。ロッジアとは、建物内部の側面にもうけられた屋根つきのバルコニ

ーで、元来は歩廊のことをいった。

私が子供だった頃から、ロッジアは、ほかのいろんな部屋に比べて、さ

ほど変化してはいない。ロッジアが私にとって近しいものであるのは、

しかしそのせいばかりではない。それはむしろ、住むということをもは

やまともになしえない者にとって、居住用の空間ではないロッジアに感

じられる慰めのせいなのだ。ベルリンの人びとの住むという営みは、ロ

ッジアを境界としている。ベルリン一つまりは都市神（derS払dtgott）

－は、ロッジアにおいて始まるのである。ロッジアにはこの神が、自

己忘却することなく現前しつづけているので、そのかたわらでは、一時

的なものは何であれ、地歩を確保することができない。この神に庇護さ

れていればこそ、場所と時間はそれぞれにわれに返り、また互いに帰属

75HansMayer，■’WalterBenjaminandFmnzKa蝕a：Repo止OnaConstellation，‖伽肋肋γβgナ如桝f乃ご

α批αJ血叩5β”d尺gco肋cめ乃S，ed．GaIγSmith（Cambhdge，Mass∴theMITPress，1991）199－200．
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あしl】と

しあうのだ。場所と時間はこのロッジアで、この神の足許に身を横たえ

ている。（C5■7－1βg〟才〝gγ戯乃肋どれ387一組：476）

住むことがまともに営まれなくなったとき、内部と外部、天と地のあいだに設

けられた移動のための場が、住むということを可能とし、場所と時間をわれに

返らせる。しかしその時空は、あくまで境界にあるのであり、居住空間のどこ

にもない。だが、ベンヤミンはこのバルコニーに身体を住まわせて「待ってい

る」。ベンヤミンは、この自分のような「待つ人（der W別1ende）」を、世俗的

啓示を受ける人として、遊歩者と並んであげる（G5－2－1上）βγ5おmα仏∽〟5，308：

514）。べつの箇所でも「じっと動かずに瞑想に耽っている者にとっては待つ

こと（W打ten）がその本来的状態であるように、遊歩者の本来的状態は疑念

をもつことのようである」［M4a，1］（C5■5－1f，町536：ⅠⅠⅠ88）と書いた。遊歩

者は周囲と異なるリズムでゆっくり歩き、蒐集家は事物を破壊しながら、イメ

ージが一瞬だけ閃くのをじっと待っていた76。

事物を箱にしまうブルジョワを批判したベンヤミンは、事物から被いを取り

除いて、事物それじたいを凝視し、それに潜在するイメージが閃く「今この時」

に出会うことを待った。このイメージが神経刺激を伝播して集団を目覚めさせ

ることが革命だった。「シュルレアリスム論」で登場する身体は、事物に代わ

って神経刺激を集団に伝播して、イメージと一体化した身体空間を出現した。

ベンヤミンにおいては、「生」のある身体はあくまで被われてあり、それゆえ

歪んだイメージとしてしか現れえない。だが、この身体のイメージ空間がベン

ヤミンにとってのアクチュアリティの世界であり、身体はその現在の「今」に

も「ここ」にもない場所で、事物のように「表情」による黙劇をおこない、ユ

ートピアの創出に向けて連続した時間に警鐘を鳴らして、救済を待つのである。

ベンヤミンはさらに、事物とみずからの身体性の痕跡を箱に刻印していた人

びとが外部へと出ていくのを目にして、街路を歩く遊歩者の身体に注目した。

ゆっくりと歩く遊歩者の身体は、先の「シュルレアリスム論」の身体のように

事物としてイメージ空間を出現させるのではなく、みずからの歩行運動と街路

が出現させるイメージ空間のなかに身を置く。遊歩者はしかし、精神が身体化

された「気散じの状態」にあり、それゆえ身体そのものの力を失い、その境界

7古サミュエル・ベケットが登場させる人物は坐って待つ。山口恵里子「ベケットにおける姿勢と

運動のアポリア」『言語文化論集』（筑波大学）51（1999）：21－45参凰
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を、箱と化した街路のイメージ空間に消失してしまう。

精神の身体化という問題は、カフカの人物の身振りに引き継がれる。かれら

は、精神を伝達しようとする激しい身振りや、頭をうなだれた奇妙な姿勢にお

いて、忘却されたものとの類似と非類似を同時に隔たりとして体験する。この

隔たりが、身体の＜被い＞であり、かつ＜被われたもの＞として身体の場を生

起させる。ベンヤミンがそのような＜被い＞と＜被われたもの＞のあいだから

一挙に出現する第三のものをイメージとよんだことを想起すれば、この身体的

場はイメージであるといえる。かれらは身振りのたびに、このイメージとして

の場を出現させ、かつそのなかに取り残される。そんなかれらは、黙劇をおこ

なう身体や遊歩者、それに事物を破壊して蒐集する人とは異なり、事物ないし

は事物としての身体や場所のイメージから世俗的啓示が出現するのをじっと待

つことはしない。かれらは身体を忙しく動かして、非蘇域化し、差異化させ、

隔たりの向こうにある忘却されたものを、なおも志向しながら待つのだ。この

ような隔たりとして出現する身体的場は、箱という外的な被いをもたず、みず

からが被いであり、被われたものでもあるというカフカの人物の身体一場にの

み到来する出来事である。この歪んだ場から、身体は、新しい生に向けてつね

に誕生しつつあり、身体の秘された輪郭線はつねに現れつつある。それゆえ、

かれらに救済の最後の希望が託される一現在のどこにもいないかれらに。

ベンヤミンの晩年の断片に、幸福はメシア的な自然がもつリズムにあると記

されている（G5－2－17協βOJ曙ねd，ルノ才ぬdβ5物β〝J，203－04）。このリズムにつ

いてかんがえようとするとき、かれがすでに1916年の言語論でふれていた神

の創造行為の多様なリズムが思い出される。「在れ」と発せられて始まる創造

行為は、神の名づけによって完了する。だが、神は人間を言葉から創造せず、

人間を名づけなかったので、人間はこのような自然の創造がおこなわれるリズ

ムとは異なった秩序のなかに創造された（G5■2－1とあgr卑れ打ゐg，148－49：22－23）。

ここでいわれるリズムを、晩年の断片に善かれたリズムと照応させることが許

されるのならば、幸福があるという自然がもつリズムは、自然が創造されるリ

ズム、すなわち事物が輪郭をもちはじめるときのリズムだろう。このリズムに、

事物のイメージが融合したとき、多様なリズムを刻む「今この時Oetztzeit）」

が訪れ、事物は救済されるのだろう。そのためには、事物をその輪郭を隠す「籍」

から出し、凝視し、イメージが瞬くのを待たなければならない。異郷にしか場

をもたず、リズム以前のいわばカオスの身振りをくりかえした身体も、物とな

れば、このリズムのなかに身を委ねることができるのだろうか。被いを取り除
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かれた身体は、裸体となって神の前に歩みでるとベンヤミンは記したが、その

とき、歪んだ場で、歪んだ姿勢で、歪んだ生を営んできた人間は、自然のリズ

ムのなかに抱かれて、はじめて明確な輪郭を現しはじめるのだろう。そうして

奇妙な身振りをみせていた身体は、ようやく穴から出て光をみる。イメージに

占有されていた身体は、自己に返却され、アクチュアルな「生」をもつ。しか

し、このような身体をもつためには、「待つこと」を放棄し、地上での生を代

償にし、屍体を晒さなければならなかった。

＊ベンヤミンの作品からの引用は、以下に記したベンヤミン全集（G5）と邦訳からである。

ただし、一部訳を変更させていただいたところもある。引用の後には、ベンヤミン全集（C5■）

の巻数とタイトルの略記、真数、邦訳の頁数を付した。たとえば、（G5■7－1βg〟才〃gγ爪形dゐβれ

416－17：553）は、（全集7巻の1，βと〟才彬γ如〝曲giJ〟椚ル加〝ヱgゐ〃ゐ〟〃血〟，416－17ページ：邦

訳553ページ）ということである。略記PⅣは、伽5 触5嘩㌍乃－I彬戊をしめす。以下の原

文タイトルに添えた【】のなかは、全集の巻数をしめす。

GS：WalterBe一山amin，Cg5α桝椚βJね滋ゐγ狗〃，herausgegebenvonRolfTiedemann

undHemannSchweppenh畠user．Bd．1－7．Frank山比SuhrkampVerlag，1974－19紳．

由βr砂和Cゐβ肋血ゆf〝加地γd才β卑和Cゐgdどぶ肋乃5Cゐβ乃．1916年［2－1］

「言語一般および人間の言語について」浅井健二郎訳『ベンヤミン・コレ

クション1一近代の意味』浅井健二郎編訳・久保哲司訳（筑摩書房，1995）．

Goβ伽5肋肋gγ抄α，dね成句伽札1921－22年［1－1］

「ゲーテの『親和力』」『ベンヤミン・コレクション1一近代の意味』

β才βA吻∂gdどぶとあβ作βおβ門．1921年成立，1923年発表［4－1］

「翻訳者の使命」内村博信訳『ベンヤミン・コレクション2－エッセイの

思想』浅井健二郎編訳（筑摩書房，1996）．

βgr5おmαJね椚㍍．1929年［2－1］

「シュルレアリスム」久保哲司訳『ベンヤミン・コレクション1』

〟お砂gJ．1924年，発表1925年［4－1］

「ナポリ」久保哲司訳『ベンヤミン・コレクション3』浅井健二郎編訳・

久保哲司訳（筑摩書房，1997）．

且f〃∂α血〝5叫伽．1923－26年成立，1928年単行本［4－1］
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「一方通行路」久保哲司訳『ベンヤミン・コレクション3』

AJJ卿γfe伽必罰昭従βナ呼feJ．1923－25年1928年単行本［1－1］

「アレゴリーとバロック悲劇」浅井健二郎訳『ベンヤミン・コレクション

1』

九ゐ♪βC々g椚β古形gβi肋∂肋βゐα〟ざ叫Eオ乃β彪dβ肋γ血血椚椚βJ机1931年【4－1］

「蔵書の荷解きをする」浅井健二郎訳『ベンヤミン・コレクション2』

Eゆゐ和曙〟血A〝〃〟J．1933年［2－1】

「経験と貧困」浅井健二郎訳『ベンヤミン・コレクション2』

劫椚成仏伽伽5缶．1929 修正稿1934年［2－1］

「プルーストのイメージについて」久保哲司訳『ベンヤミン・コレクショ

ン2』

ββ〟才乃βγα和乃云た．1932年［6］

「ベルリン年代記」『ベルリンの幼年時代 ヴァルター・ベンヤミン著作

集12』小寺昭次郎訳（晶文社，1971）．

由βγ血s∽オ桝β放にゐg陥，Ⅶ砂ヲ玖1933年［2－1］

「模倣の能力について」内村博信訳『ベンヤミン・コレクション2』

月Ⅵ乃Z聯α一一ゑJrαゐ乃お乃耶βdβ戊βゐγ5βわ才g5乃滋5吻ゼ5．1934年【2－2】

「フランツ・カフカ」西村龍一訳『ベンヤミン・コレクション2』

拘わ5，d盲g月わゆぉおdJdβざ刃ズ．カゐ娩〟〝dβ始．1935年【5－1】

「バリーー九世紀の首都」久保哲司訳『ベンヤミン・コレクション1』

加γ加地仁一jお力ⅦC肋，酢乃Z〟∽I彬畑地0わ才加55如紗5．1936年【2－2】

「物語作者」三宅晶子訳『ベンヤミン・コレクション2』

ββγJわ才gγ此花肋g才J〟桝ノ帖〟〝Zβん乃ゐ〟乃滋〟．1932－35年最終稿1938年【7－1］

「一九00年頃のベルリンの幼年時代」浅井健二郎訳『ベンヤミン・コレ

クション3』

CharlesBaudelaire．EinLyhkerimZeitalterdesHochkap血1ismus．

加sfbγfsdgs5gco乃dE〝ゆi柁占ef血従血血i柁．1938年【1－2］

「ボードレールにおける第二帝政期のパリ」『ボードレール他五篇ベンヤ

ミンの仕事2』野村修編訳（岩波書店，1994）．

由βrg才乃如肋血g∂β古曲批わJα才柁．1939年［1－2］

「ボードレールにおけるいくつかのモティーフについて」久保哲司訳『ベ

ンヤミン・コレクション1』

ゑ乃わ℃砂α柏．1938－39年［1－2】



84 山 口 恵里子

「セントラルパーク」久保哲司訳『ベンヤミン・コレクション1』

伽5允55呼Z〃－I彬柏．1926－29年，1934年～，1939－40年［5－1】［5－2］

『パサージュ論』Ⅰ～Ⅴ巻 今村仁司、大貴敦子、高橋順一、塚原史、吉

村和明、三島憲一、村岡晋一、山本尤、横張誠、輿謝野文子、細見和之訳

（岩波書店，1993－1995）．

乃βOJ吻5Cぁー乃J力お戊β5物β乃f．【2－1］

l物5ね′血5ゆねcんβ乃βαねγ？第一稿1931年，第二稿1939年成立［2－2］

「叙事演劇とは何か」浅井健二郎訳『ベンヤミン・コレクション1』

功βrdg乃β喝γ好滋γGg5加わ肋．1940年【1－2］

「歴史の概念について」浅井健二郎訳『ベンヤミン・コレクション1』




